
　　　電話番号　　０２２５-２２-７７１１

　　　（夜間）　　０２２５-２２-７７１１

　　担当部局（課）名　　事務部

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

平成２７年５月１日現在

　　　職名・氏名　　次長
ジチョウ

　今野
コ ン ノ

久男
ヒ サ オ

　作成担当者

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０２２５-２２-７７１０

学校法人専修大学　　　

[平成２５年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

石巻専修大学　理工学部　食環境学科　生物科学科

　　　計画の区分：学部の学科の設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部（平成◇◇年度より変更））

　　　ｅ－mail　　hisao.konno.bp@acc.senshu-u.ac.jp

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

　　　３　大学番号の欄については，平成２７年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

届出

大学番号：０１７
注３



＜食環境学科＞

＜生物科学科＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ヒダカ　ヨシヒロ ）

日　髙　義　博

（平成１８年１１月）

（ サカタ　 タカシ ）

坂　田　　　隆

（平成１９月４月）

（ マルオカ　アキラ ） （ ヨシハラ　アキラ ）

丸　岡　　章 吉　原　　章

（平成２３年４月） （平成２５年４月）

（ ヤマザキ　タツヤ ）

山　崎　達　也

（平成２７年４月）

（ マエダ　トシテル ）

前　田　敏　輝

（平成２５年４月）

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人 専修大学

　　　　石巻専修大学

　　　　宮城県石巻市南境新水戸１番地

学 部 長

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

前任が任期満了のため変
更（25）

学　　長

職　　名

食環境学科
主任教授

前任が任期満了のため変
更（27）
学科新設のため（25）

（２） 大　学　名

　　　〒９８６－８５８０

（３） 大学の位置

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２７年度に報告する内容　→（27）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２５年度に報告済の内容　→（25）

　　　　記入してください。
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　理工学部

　　食環境学科

　　　学士（工学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

70 69 83

(　 　) (　 　) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー )

[ 　 ] [ 　 ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

69 69 82

(　 　) (　 　) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー )

[ 　 ] [ 　 ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

61 62 69

(　 　) (　 　) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー )

[ 　 ] [ 　 ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

26 17 31

(　 　) (　 　) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー )

[ 　 ] [ 　 ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　　区分ごとではありません）。

Ｂ　 入学者数

40
(　ー 　)

[ 　ー　 ]

受験者数

志願者数

合格者数

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　　意見等対応状況報告書」を提出する大学）のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は

0.770.420.65

　　　・「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は，完成年度を越えて報告書を提出する大学（「改善

　　　　　　　

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

平成２６年度

ー倍

Ａ　 入学定員

平成２５年度
平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２４年度 平成２７年度

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

備　　考

160

人

ー40

修業年限

4

年 人年次人

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

(　　 　)
40

(　ー 　)

[ 　ー　 ]

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２４年度開設の４年制の学科の場合（平成２７年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

0.61倍

[ 　ー　 ]

40
(　ー 　)

[ 　　　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　 　] [　 　] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

（　　） （　　） （ー） （ー） （ー） （ー）

26 ー 17 ー 31 ー

[　　 ] [　 　] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

（　　） （　　） （ー） （ー） （ー） （ー）

24 ー 16 ー

[　　 ] [　 　] [ ー ] [ ー ]

（　　） （　　） （ー） （ー）

24 ー

[　　 ] [　 　]

（　　） （　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

１年次

４年次

平成２７年度

[　　　　 ]

３年次

備　　　　　考
平成２５年度 平成２６年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

[　 ー  　][　 ー  　][　 ー  　]

　　　　さい。

（ 　ー 　 ）（ 　ー 　 ）（ 　ー 　 ）（　　　　 ）

２年次

計

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

4126

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２４年度

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

71
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２４年度 人 人

平成２５年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２５年度 2 人 0 人 進路変更(1人)、除籍（１人）

平成２６年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

平成２６年度 1 人 0 人 進路変更(1人)

平成２７年度 0 人 0 人

31 人 0 人 平成２７年度 0 人 0 人 0 ％

74 人 3 人 4.1 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２７年度
入学者

平成２４年度
入学者

平成２５年度
入学者

平成２６年度
入学者

17

退学者数

人

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２７年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

1

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

5.9

7.7

％

人 2

合　　計

人

人

26

人
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２　授業科目の概要

＜理工学部　食環境学科＞

（１） 授業科目表

必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

日本文学
1･2後
1･2前

2 兼1
兼担教員の都合により開講期を変更(27)
通常開講（26）
集中開講（25）

日本文化 1･2後 2 兼1

哲学 1･2前 2 兼1

倫理学 1･2後 2 兼1

美学 1･2前 2 兼1

芸術論 1･2後 2 兼1

教育学概論 1･2前 2 兼1

教育原理（中等）
教育原理

1･2後 2
兼1
兼2

教職課程申請の際の指導により名称変更・担当
者減（25）

日本史 1･2前 2 兼1

歴史学 1･2後 2 兼1

地理学 1･2前 2 兼1

都市論 1･2後 2 兼1

法学 1･2前 2 兼1

日本国憲法 1･2後 2 兼1

基礎経済 1･2前 2 兼1

経済学 1･2後 2 兼1

社会学 1･2前 2 兼1

基礎統計学 1･2前 2 兼1

統計学 1･2後 2 兼1

総合科目Ⅰ　 1･2前 2 兼1

総合科目Ⅱ　 1･2後 2 兼1

健康科学 1･2前 2 兼1

スポーツ科学Ａ 1･2前 2 兼6

スポーツ科学Ｂ 1･2後 2 兼6

心理学 1･2前 2 兼1

教育心理学（中等）
教育心理学

1･2後 2 兼1 教職課程申請の際の指導により名称変更（25）

教育相談の理論と方法（中等）
教育相談の理論と方法

2前
2後

2 兼1 教職課程申請の際の指導により名称変更・体系
的履修の観点から配当年次変更（25）

基礎物理学 1前 2 兼1

物理学 1後 2 兼1

基礎化学 1前 2 兼1

化学 1後 2 1

基礎生物学 1前 2 兼1

生物学 1後 2 兼1

基礎数学Ⅰ 1前 2
兼1
兼2

教員の担当科目調整に伴う担当者減（25）

基礎数学Ⅱ 1後 2 兼1

英語Ａ 1前 2
兼4
兼3

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により
担当者追加（25）

英語Ｂ 1後 2 兼4

英語Ｃ 1前 2 兼1

英語Ｄ 1後 2 兼2

英語コミュニケーションＡ 1前 2
兼3
兼5

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により
担当者減（25）

英語コミュニケーションＢ 1後 2
兼3
兼5

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により
担当者減（25）

英語コミュニケーションＣ
2前

未開講
2前

2 兼1
通常開講（27）
履修希望者がいなかったため未開講（26)

英語コミュニケーションＤ 2後 2 兼1

ドイツ語Ａ 1前 2 兼1

ドイツ語Ｂ 1後 2 兼1

ドイツ語Ｃ 1前 2 兼1

ドイツ語Ｄ 1後 2 兼1

フランス語Ａ 1前 2
兼1
兼2

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により
担当者減（25）

フランス語Ｂ 1後 2 兼1

フランス語Ｃ 1前 2 兼1

フランス語Ｄ 1後 2 兼1

中国語Ａ 1前 2 兼2

中国語Ｂ 1後 2
兼2
兼1

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により
担当者追加（27）

中国語Ｃ 1前 2 兼2

中国語Ｄ 1後 2 兼1

ハングルＡ 1前 2 兼1

ハングルＢ 1後 2 兼1

ハングルＣ 1前 2 兼1

ハングルＤ 1後 2 兼1

海外語学研修
未開講
1･2･3前

2 兼1 履修希望者がいなかったため未開講（25）（26）(27)

全
学
科
共
通
科
目

現
代
教
養
科
目

人
間
と
社
会
の
理
解

心
と
身
体
の
健
康

自
然
の
理
解

言
語
ス
キ
ル
の
基
礎

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 専任教員等の配置

備考
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 専任教員等の配置

備考

フレッシュマンセミナー １通 4 6 3

コンピュータ活用Ⅰ １前 2 1
兼１
兼1

担当者変更（26）
担当者変更（25）

食環境学実習Ⅰ １前 1 6 3

食環境見学Ａ １前 1 6 3

コンピュータ活用Ⅱ １後 2
１
1

兼1
担当者変更（26）
担当者変更（25）

食料問題と資源 １後 2 1 兼3

キャリアデザインⅠ 2通 2 3

生物学実験 2前 1
兼11
兼10

兼担採用による変更（27）

化学実験 2後 1 5 3 兼2

食環境学実習Ⅱ 2後 1 6 3

食環境見学Ｂ 2後 1 6 3

キャリアデザインⅡ 3通 2 3

食環境学実験Ⅰ 3前 2 6 3

食環境学演習Ⅰ 3前 1 6 3

食環境学実験Ⅱ 3後 2 6 3

食環境学演習Ⅱ 3後 1 6 3

食環境学実験Ⅲ 4前 1 6 3 兼1

食環境学演習Ⅲ 4通 2 6 3 兼1

卒業研究 4通 6 6 3 兼1

生化学 1後 2 兼1

食と感覚の科学 2前 2 兼1

食品機能科学 2前 2 1

無機化学 2前 2 1

有機化学 2前 2 1

多様性生物学 2前 2 兼1

生態学 2前 2 兼1

公衆衛生学 2前 2 兼1

食品微生物学 2後 2 兼1

化学環境学 2後 2 1

分析化学 2後 2 1

高分子化学 2後 2 1

魚類生理学 2後 2 兼1

環境調査法 2後 2 1

健康と食生活論 2後 2 兼1

食品レオロジー 3前 2 1

栄養学 3前 2 1

サプリメント論 3前 2 1

生物環境統計学
3後
3前

2 1
生物環境工学との内容の継続性から開講時期を変
更（27）

食品成分の化学 3前 2 1

食品寄生生物学 3前 2 1

水質環境工学 3前 2 1

環境放射能測定学 3前 2 1

水環境の物理学 3前 2 1

水圏微生物学 3前 2 兼1

食品衛生学 3前 2 兼1

食品加工学 3後 2 1

極限環境の生物学 3後 2 兼1

酵素化学 3後 2 兼1

食品分析化学 3後 2 1

遺伝子工学 3後 2 1

食品製造技術工学 3後 2 1

食品流通と品質保証 3後 2 1

生物環境工学
3前
3後

2 1
生物環境統計学との内容の継続性から開講時期を
変更（27）

水質浄化工学 3後 2 1

淡水資源学 3後 2 1

食品分析実習 3後 1 2 1

食品工学実習 3後 1 2 1

水環境学実習 3後 1 2 1

環境衛生学 3後 2 兼1

衛生行政学 3後 2 兼1

食環境特別科目Ⅰ １前 2 6 3

理工数学 １後 2 兼1

理工物理学 １後 2 1

理工化学 １後 2 1

理工生物学 １後 2 兼1

食環境特別科目Ⅱ
2前

未開講
2前

2 6 3
通常開講（27）
履修希望者がいなかったため未開講（26)

応用数学 2前 2 兼1

微生物学 2前 2 兼1

運動と波動 2前 2 1

食環境特別科目Ⅲ
2前

未開講
2前

2 6 3
通常開講（27）
履修希望者がいなかったため未開講（26)

分子生物学 2後 2 1

動物解剖学 2後 2 兼1

解析学 2後 2 兼1

プランクトン学 2後 2 兼1

細胞組織学 3前 2 兼1

動物生理学 2後 2 兼1

熱力学 3前 2 兼1

食
環
境
学
科
固
有
科
目

専
門
必
修
科
目

専
門
発
展
科
目

専
門
関
連
科
目
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 専任教員等の配置

備考

食環境特別科目Ⅳ 3後 2 6 3

植物生態学 3後 2 兼1

植物系統分類学 3前 2 兼1

海洋動物発生学 3前 2 兼1

フードスペシャリスト論 2後 2 兼1

フードコーディネート論 3前 2 兼1

調理学 3後 2 兼1

調理学実習 3前 1 兼1 教育課程の充実を図るため科目を追加（25）

食品官能評価・鑑別論演習 3前 1 兼1 教育課程の充実を図るため科目を追加（25）

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

食
環
境
学
科
固
有
科
目

(

つ
づ

き

)

自
由
科
目



8

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

＝ 0.00
設置時の計画の授業科目数の計

　　　　

未開講科目と廃止科目の計

一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

（４） 廃止科目

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次

未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに,［　］内に，届出時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　・資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

（３） 未開講科目

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

146

[ 　0 ] [ 　0 ] [ 　2 ] [　2　]

科目 科目
教育課程の充実を図るため、２科目（フードス
ペシャリスト関連）を自由科目に追加した
（25）

25 116 3 144 25 116 5

必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計
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備考

大学全体

※共同研究費は大学全体

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２７年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（27）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入、等

　　 ― 千円

理工学部生物科学科
 　1,551
 　1,541  千円

1,311 千円 1,311 千円 1,311 千円 　　 ― 千円 　　 ― 千円

理工学部食環境学科
 　1,551
 　1,541  千円

1,311 千円 1,311 千円 1,311 千円 ― 千円

第６年次

          千円 千円 千円 千円 千円 千円

35,561
57,455千円

24,125
17,210千円

9,230千円

※図書購入費は､届出２学科を含む大学学部全体､図書購
入費には､電子ジャーナル・データベースの運用コスト
含む。

※設備購入費は届出２学科分

届出後に学費改定となったための訂正(25)
図書購入費・設備購入費の欄は金額確定による修正、備
考欄は誤記による訂正(26)

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

開設前年度 開設年度 完成年度

教員１人当り研究費等 1,000千円 1,000千円 図書購入費
31,084
31,110千円

31,616
31,110千円

18,660千円

(8)
経費の見
積り及び
維持方法
の概要

経費
の見
積り

区　分 開設年度 完成年度 区　分

共同研究費等 15,200千円 15,200千円 設備購入費

(7)体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

大学全体
3,188　㎡ 雨天体育場 テニスコート 弓道場

(6)図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
3,496　㎡ 261席 約200,000冊

0

(10,128〔935〕)
(8,097〔797〕)
(4,683〔210〕)

2,100〔815〕
2,045
(1,998〔789〕)
(1,988〔774〕)

36〔36〕
48〔48〕

1,988
1,952
1,619

(22) 0

計

14,238〔1,469〕
9,000〔876〕

2,100〔815〕
2,045
1,998〔789〕
1,988〔774〕

36〔36〕
48〔48〕

1,988
1,952
1,619

22

(10,128〔935〕)
(8,097〔797〕)
(4,683〔210〕)

2,100〔815〕
2,045
(1,998〔789〕)
(1,988〔774〕)

36〔36〕
48〔48〕

1,988
1,952
1,619

(22) 0

 14,238〔1,469〕
9,000〔876〕

2,100〔815〕
2,045
1,998〔789〕
1,988〔774〕

36〔36〕
48〔48〕

1,988
1,952
1,619

22 0

理工学部全体

大学全体

大学全体の共用分
図書174,473〔61,315〕(視聴覚資料含む）
　うち自然科学系42,690冊〔13,545〕､人文・社会科
　学系131,783冊〔47,770〕
学術雑誌2,100〔815〕
視聴覚資料1,988
 
図書172,051〔60,749〕(視聴覚資料含む）
　うち自然科学系42,405冊〔13,523〕､人文・社会科
　学系129,646冊〔47,226〕
　※開設年度8,097冊〔797〕購入､完成年度14,238冊
　〔1,469〕まで購入予定
学術雑誌2,045〔789〕
電子ジャーナル36〔36〕
視聴覚資料1,952
 
図書162,726〔59,118〕(視聴覚資料含む）
学術雑誌1,998〔776〕
電子ジャーナル51〔51〕
視聴覚資料1,619
機械・器具22

誤記による訂正(25）
図書欄は充実させた分を含めた修正、備考欄・その他の
欄は年度進行による修正と補足の記載(26)
図書欄は充実させた分を含めた修正、備考欄・その他の
欄は年度進行による修正と補足の記載(27)

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

13
12

室

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標本

点

（補助職員　2人） （補助職員　0人）

(4) 専 任 教 員 研 究 室

新設学部等の名称 室　　　数
申請学科全体

平成27年４月
専任教員(助教)１名新規採用のため（27）

理工学部　食環境学科 9 室

理工学部　生物科学科

大学全体(情報処理学習施設の１室に語学学習機能あ
り）

人間学部設置に伴い教室等を改修整備したことによる訂
正(25)

                 室                  室                  室 　　              室              　　　室

 
30

 
16

 
57 8

（3）教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

0
31 13 56

　　　　　39､686
　　　　　38,518　㎡

0　㎡ 0　㎡
　　　　　　39､686
　　　　　　38,518　㎡

誤記による訂正(25)

39,686
（　　38,518　㎡）

（　　　　0　　㎡） （　　　0　　　㎡）
39,686

（　　38,518　㎡）

合 計
         422,608
         422,609  ㎡

0　㎡ 0　㎡
           422,608
           422,609 ㎡

（２）　校　　　舎

専用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

268,643　㎡

そ の 他 153,966　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 153,966　㎡

運 動 場 用 地
         131,042
         131,043　㎡

0　㎡ 0　㎡
           131,042
           131,043 ㎡

小数点以下の端数処理の統一による訂正(25)

小 計 268,643　㎡ 0　㎡ 0　㎡

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 137,600　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 137,600　㎡

-（１）

校
　
地
　
等

（5）

　
図
書
・
設
備

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
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備考

平成27年度より編入学定員の募集停止

備考

1.13 昭和40年度　マーケティング学科 4 100 ― 400 学士 (商学)

商学部二部

0.97 昭和24年度　法律学科 4 150 ― 600 学士 (法学)

法学部二部

1.05 昭和24年度　経済学科 4 100 ― 400 学士 (経済学)

経済学部二部

1.13 平成22年度

　社会学科 4 120 ― 480 学士 (社会学) 1.15 平成22年度

　心理学科 4 70 ― 280 学士 (心理学)

人間科学部

1.14 平成13年度　ネットワーク情報学科 4 230 ― 920 学士 (情報学)

ネットワーク情報学部

平成22年度

　人文・ジャーナリズム学科 4 90 ― 360 学士 (文学) 1.21 平成22年度

1.12 平成22年度

　環境地理学科 4 50 ― 200 学士 (文学) 1.17

1.18 平成22年度

　英語英米文学科

　歴史学科 4 130 ― 520 学士 (文学)

　哲学科 4 70 ― 280 学士 (文学)

4 140 560 学士 (文学) 1.15

平成22年度

平成22年度

昭和41年度

　日本文学文化学科 4 110 440 学士 (文学) 1.15

　日本語学科 4 70 280 学士 (文学) 1.16

文学部

1.08 昭和43年度　会計学科 4 220 ― 880 学士 (商学)

　マーケティング学科 4 440 ― 1,760 学士 (商学) 1.18 昭和40年度

商学部

　経営学科 4 530 ― 2,120 学士 (経営学) 1.14 昭和37年度

経営学部

平成18年度 生田校舎

神奈川県川崎市多
摩区東三田二丁目
１番地１

1.17 昭和24年度

　政治学科 4 150 ― 600 学士 (政治学) 1.08

　法律学科 4 550 ― 2,200 学士 (法学)

東京千代田区神田
神保町三丁目８番
地１

法学部

昭和24年度 神田校舎

　国際経済学科 4 200 ― 800 学士 (経済学) 1.15 平成8年度

　経済学科 4 480 ― 1,920 学士 (経済学) 1.14

経済学部

所　在　地

年 人 年次 人 倍

大学の名称  　　専　修　大　学

既設学部等の名称 修業年限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

　　経営学専攻 3 3 ― 9 博士 (経営学) 0.33 平成9年度

0.10 平成5年度

　博士後期課程

　修士課程

　　経営学専攻 2 5 ― 10 修士 (経営学)

経営学研究科

平成7年度

　　物質機能工学専攻 3 3 ― 9 博士 (工学) 0.00 平成7年度

　　生命環境科学専攻 3 3 ― 9 博士 (理学) 0.11

　博士後期課程

　　生命科学専攻 2 5 ― 10 修士 (理学) 0.50 平成5年度

平成5年度

　　機械システム工学専攻 2 5 ― 10 修士 (工学) 0.40 平成5年度

　修士課程

　　物質工学専攻 2 5 ― 10 修士 (工学) 0.00

理工学研究科

平成25年度

学士 (人間文化学) 0.42 平成25年度

　人間教育学科 4 40 ― 80 学士 (人間教育学) 0.85

人間学部

　人間文化学科 4 40 ― 80

　経営学科
4 200

3年次
35

950 学士 (経営学)
0.53

平成元年度

平成元年度

経営学部

―　 平成元年度
　　平成25年度より募集停止(編入
　　学定員は平成27年度募集停止)　生物生産工学科

4 ―
3年次

8
― 学士 (工学) ―　

　基礎理学科
4 ―

3年次
8

― 学士 (理学)

平成元年度
　　平成27年度より編入学定員
　　の募集停止　情報電子工学科

4 40
3年次

8
186 学士 (工学) 0.64 平成元年度

4 40
3年次

8 186 学士 (工学) 0.68

宮城県石巻市
南境新水戸１番地

　生物科学科
4 40

―
80 学士 (理学) 1.58

平成25年度

　機械工学科

　食環境学科
4 40

―
80 学士 (工学) 0.61

平成25年度

倍

理工学部

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人

４　既設大学等の状況

大学の名称  　　石　巻　専　修　大　学

既設学部等の名称 修業年限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員
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備考

北海道美唄市字美
唄1610－1 　　平成23年度より募集停止

　商経社会総合学科 2 ― ― ― 短期大学士 (経済学) ― 平成18年度

倍

　みどりの総合科学科 2 ― ― ― 短期大学士 (農学) ― 平成18年度

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人

大学の名称  　専　修　大　学　北　海　道　短　期　大　学

既設学部等の名称 修業年限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

　　法務専攻 3 55 ― 165 法務博士(専門職) 0.41 平成16年度

　専門職学位課程

法務研究科

昭和52年度

　　会計学専攻 3 2 ― 6 博士 (商学) 0.50 平成22年度

　　商学専攻 3 2 ― 6 博士 (商学) 0.50

　博士後期課程

昭和50年度

　　会計学専攻 2 15 ― 30 修士 (商学) 0.99 平成22年度

　　商学専攻 2 10 ― 20 修士 (商学) 0.30

　修士課程

0.55 昭和52年度
博士(情報管理)

商学研究科

　　経営学専攻 3 3 ― 9
博士 (経営学)

修士(情報管理)

　博士後期課程

　　経営学専攻 2 20 ― 40
修士 (経営学)

0.27 昭和50年度

　修士課程

経営学研究科

　　心理学専攻 3 3 ― 9 博士 (心理学) 0.22 平成6年度

平成6年度

　　社会学専攻 3 3 ― 9 博士 (社会学) 0.00 平成6年度

0.26 平成6年度

　　地理学専攻 3 3 ― 9 博士 (地理学) 0.00

　　歴史学専攻 3 5 ― 15 博士 (歴史学)

　　哲学専攻 3 2 ― 6 博士 (哲学) 0.33 昭和48年度

昭和48年度

　　英語英米文学専攻 3 2 ― 6 博士 (文学) 0.33 昭和48年度

　　日本語日本文学専攻 3 3 ― 9 博士 (文学) 0.88

　博士後期課程

文学研究科

1.40 平成4年度　　心理学専攻 2 10 ― 20 修士 (心理学)

　　社会学専攻 2 5 ― 10 修士 (社会学) 0.40 平成4年度

平成4年度

　　地理学専攻 2 5 ― 10 修士 (地理学) 0.30 平成4年度

0.70 昭和46年度

　　歴史学専攻 2 10 ― 20 修士 (歴史学) 0.75

　　哲学専攻 2 5 ― 10 修士 (哲学)

　　英語英米文学専攻 2 5 ― 10 修士 (文学) 0.40 昭和46年度

　　日本語日本文学専攻 2 10 ― 20 修士 (文学) 1.00 昭和46年度

　修士課程

文学研究科

昭和49年度

0.22 昭和30年度

　　公法学専攻 3 3 ― 9 博士 (法学) 0.11

　　民事法学専攻 3 3 ― 9 博士 (法学)

　博士後期課程

　　法学専攻 2 25 ― 50 修士 (法学) 0.26 昭和29年度

　修士課程

法学研究科

　　経済学専攻 3 3 ― 9 博士 (経済学) 0.44 昭和45年度

修士(金融経済)

　博士後期課程

　　経済学専攻 2 30 ― 60
修士(経済学)

0.36 昭和27年度

　修士課程

経済学研究科

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。
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５　教員組織の状況

＜理工学部　食環境学科＞

（１） 担当教員表

氏名 氏名

（年齢） （年齢）

食糧問題と資源

食品機能科学

栄養学

フレッシュマンセミナー

キャリアデザインⅠ

食環境学実習Ⅰ

食環境見学Ａ

食環境学実習Ⅱ

食環境見学Ｂ

食環境学実験Ⅰ

食環境学演習Ⅰ

食環境学実験Ⅱ

食環境学演習Ⅱ

食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ

卒業研究

食品工学実習

食環境特別科目Ⅰ

食環境特別科目Ⅱ

食環境特別科目Ⅲ

食環境特別科目Ⅳ

理工化学

分析化学

食品分析化学

環境放射能測定学

フレッシュマンセミナー

キャリアデザインⅠ

食環境学実習Ⅰ

食環境見学Ａ

化学実験

食環境学実習Ⅱ

食環境見学Ｂ

食環境学実験Ⅰ

食環境学演習Ⅰ

食環境学実験Ⅱ

食環境学演習Ⅱ

食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ

卒業研究

食品分析実習

食環境特別科目Ⅰ

食環境特別科目Ⅱ

食環境特別科目Ⅲ

食環境特別科目Ⅳ

水質浄化工学

淡水資源学

水質環境工学

フレッシュマンセミナー

キャリアデザインⅠ

食環境学実習Ⅰ

食環境見学Ａ

化学実験

食環境学実習Ⅱ

食環境見学Ｂ

食環境学実験Ⅰ

食環境学演習Ⅰ

食環境学実験Ⅱ

食環境学演習Ⅱ

食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ

卒業研究

水環境学実習

食環境特別科目Ⅰ

食環境特別科目Ⅱ

食環境特別科目Ⅲ

食環境特別科目Ⅳ

化学

化学環境学

無機化学

フレッシュマンセミナー

キャリアデザインⅡ

食環境学実習Ⅰ

食環境見学Ａ

化学実験

食環境学実習Ⅱ

食環境見学Ｂ

食環境学実験Ⅰ

食環境学演習Ⅰ

食環境学実験Ⅱ

食環境学演習Ⅱ

食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ

卒業研究

水環境学実習

食環境特別科目Ⅰ

食環境特別科目Ⅱ

食環境特別科目Ⅲ

食環境特別科目Ⅳ

専 教授
山崎　達也

( )
平成25年４月

前任が任期満了のため学科主任に就
任（27）

申請時の記載もれ（25）

専 教授
福島 美智子

( )
平成25年４月

専 教授
高崎 みつる

( )
平成25年４月

専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称

専 教授
坂田　　隆

( )
平成25年４月

教授
(学長)

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称

教授
（学科
主任）
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称

分子生物学

サプリメント論

遺伝子工学

フレッシュマンセミナー

キャリアデザインⅡ

食環境学実習Ⅰ

食環境見学Ａ

化学実験

食環境学実習Ⅱ

食環境見学Ｂ

食環境学実験Ⅰ

食環境学演習Ⅰ

食環境学実験Ⅱ

食環境学演習Ⅱ

食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ

卒業研究

食品分析実習

食環境特別科目Ⅰ

食環境特別科目Ⅱ

食環境特別科目Ⅲ

食環境特別科目Ⅳ

理工物理学

運動と波動

食品レオロジー

水環境の物理学

フレッシュマンセミナー

キャリアデザインⅡ

食環境学実習Ⅰ

食環境見学Ａ

化学実験

食環境学実習Ⅱ

食環境見学Ｂ 

食環境学実験Ⅰ

食環境学演習Ⅰ

食環境学実験Ⅱ

食環境学演習Ⅱ

食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ

卒業研究

食品工学実習

食環境特別科目Ⅰ

食環境特別科目Ⅱ

食環境特別科目Ⅲ

食環境特別科目Ⅳ

食品製造技術工学

食品流通と品質保証

コンピュータ活用Ⅱ 兼担 准教授
太田　尚志

( )
平成25年４月 コンピュータ活用Ⅱ

長期海外出張のため担当科目調整に
伴う担当者変更（25）

専 准教授
鈴木　英勝

( )
平成25年４月 コンピュータ活用Ⅱ

長期海外出張から帰国のため担当科
目の再調整に伴う担当科目追加
（26）

食品寄生生物学 食品寄生生物学

食品加工学 食品加工学

フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー

食環境学実習Ⅰ 食環境学実習Ⅰ

食環境見学Ａ 食環境見学Ａ 

化学実験 化学実験

食環境学実習Ⅱ 食環境学実習Ⅱ

食環境見学Ｂ 食環境見学Ｂ

食環境学実験Ⅰ 食環境学実験Ⅰ

食環境学演習Ⅰ 食環境学演習Ⅰ

食環境学実験Ⅱ 食環境学実験Ⅱ

食環境学演習Ⅱ 食環境学演習Ⅱ

食環境学実験Ⅲ 食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ 食環境学演習Ⅲ

卒業研究 卒業研究

食品工学実習 食品工学実習

食環境特別科目Ⅰ 食環境特別科目Ⅰ

食環境特別科目Ⅱ 食環境特別科目Ⅱ

食環境特別科目Ⅲ 食環境特別科目Ⅲ

食環境特別科目Ⅳ 食環境特別科目Ⅳ

コンピュータ活用Ⅰ
長期海外出張のため担当科目調整に
伴う担当科目追加（25）

兼担 教授
太田　尚志

( )
平成26年４月 コンピュータ活用Ⅰ

長期海外出張から帰国のため担当科
目の再調整に伴う担当者変更。太田
尚志は平成25年４月就任済みで平成
26年４月に昇格（26）

有機化学

高分子化学

食品成分の化学

フレッシュマンセミナー

食環境学実習Ⅰ

食環境見学Ａ

化学実験

食環境学実習Ⅱ

食環境見学Ｂ

食環境学実験Ⅰ

食環境学演習Ⅰ

食環境学実験Ⅱ

食環境学演習Ⅱ

食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ

卒業研究

食品分析実習

食環境特別科目Ⅰ

食環境特別科目Ⅱ

食環境特別科目Ⅲ

食環境特別科目Ⅳ

鈴木　英勝
( )

平成25年４月

専 准教授
鳴海　史高

( )
平成25年４月

専 准教授
鈴木　英勝

( )
平成25年４月

専 准教授

専 教授
前田　敏輝

( )
平成25年４月

教授
(学科主

任)

学科主任の任期満了（27）
学科新設に伴い学科主任に就任
（25）

専 教授
柴田　清孝

( )
平成25年４月
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称

環境調査法

生物環境統計学

生物環境工学

フレッシュマンセミナー

食環境学実習Ⅰ

食環境見学Ａ

化学実験

食環境学実習Ⅱ

食環境見学Ｂ 

食環境学実験Ⅰ

食環境学演習Ⅰ

食環境学実験Ⅱ

食環境学演習Ⅱ

食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ

卒業研究

水環境学実習

食環境特別科目Ⅰ

食環境特別科目Ⅱ

食環境特別科目Ⅲ

食環境特別科目Ⅳ

心理学 兼担 助教 佐藤　誠子
（ ）

平成26年４月 心理学
平成26年3月
阿部康一の退職(定年)に伴う担当者
変更（26）

教育心理学 兼担 教授 阿部  康一
( )

平成25年４月 教育心理学（中等）
教職課程申請時の指導により科目名
称変更（25）

兼任 講師 角田　真紀子
（ ）

平成26年４月 教育心理学（中等）
平成26年3月
阿部康一の退職（定年）に伴う担当
者変更（26）

兼任 講師
岩木　信喜

（ ）
平成27年４月 教育心理学（中等）

平成27年3月
角田真紀子の退職（本人都合）によ
り担当者変更（27）

兼担 教授
鈴木　　均

( )
平成26年４月 食と感覚の科学

兼担 教授
木村  民男

( )
平成25年４月 教育原理 兼担 教授

西方  守
( )

平成25年４月 教育原理（中等）
教職課程申請の指導により科目名称
変更・担当者変更（25）

食料問題と資源

動物解剖学

細胞組織学

生物学実験

フランス語Ａ フランス語Ａ

総合科目Ⅰ フランス語Ｂ

総合科目Ⅱ 総合科目Ⅰ

総合科目Ⅱ

兼担 教授
佐々木　万亀夫

（ ）
平成27年４月

総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ

担当科目調整に伴う担当者変更
（27）

兼担 教授
大津  幸一

( )
平成25年４月 英語Ｂ 兼任 講師

藤掛　由美子
( )

平成25年４月 英語Ｂ 担当者変更（25）

基礎統計学

統計学

理工生物学 兼担 教授
太田　尚志

( )
平成26年４月 理工生物学

担当科目調整に伴う担当者変更。太
田尚志は平成25年４月就任済みで平
成26年４月に昇格（26）

動物生理学

生物学実験

物理学

熱力学

健康科学

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

食料問題と資源

海洋動物発生学

生物学実験

生態学

極限環境の生物学

生物学実験

哲学 哲学

倫理学 倫理学

教育学概論 教育学概論

教育原理 教育原理（中等）

兼担 教授
佐藤　利明

( )
平成25年４月 社会学

兼担 教授
中込　真二

( )
平成26年４月 化学実験

基礎化学

生物学実験

魚類生理学

兼担 教授
安田　　隆

( )
平成26年４月 化学実験

英語Ｂ 英語Ｂ

英語Ｃ 英語Ｃ

英語Ｄ 英語Ｄ

英語Ａ

長谷川  香子
( )

平成25年４月 担当科目追加（25）兼担 教授
長谷川  香子

( )
平成25年４月 兼担 教授

西方 　 守
( ) 平成25年４月教授

教職課程申請時の指導により科目名
称変更（25）

兼担 教授
角田　　出

( )
平成25年４月

兼担 教授
西方　 守

( ) 平成25年４月 兼担

兼担 教授
松谷　武成

( )
平成25年４月

兼担 教授
佐々木　洋

( )
平成26年４月

兼担 教授
吉原　　章

( )
平成25年４月

兼担 教授
山崎  省一

( )
平成25年４月

深川  通寛
( )

平成25年４月

兼担 教授
芳賀　信幸

( )
平成25年４月

兼担 教授
大谷  尚文

( )
平成25年４月 担当科目追加（25）

兼担 教授
三森  敏正

( )
平成25年４月

担当者の変更。三森敏正は平成25年
４月就任済み（26）

兼担 教授
土屋　　剛

( )
平成25年４月

兼担 教授

専 准教授
玉置　　仁

( )
平成25年４月

兼担 教授
阿部  康一

( )
平成25年４月

兼担 教授
大谷  尚文

( )
平成25年４月
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称

多様性生物学

植物系統分類学

生物学実験

微生物学

生物学実験

美学

芸術論

兼担 教授
柳　　　明

( )
平成25年４月 基礎生物学

兼担 教授
佐藤　正恵

( )
平成26年４月 教育相談の理論と方法 兼任 講師

角田　真紀子
( )

平成26年４月
教育相談の理論と方法（中
等）

教職課程申請時の指導により科目名
称変更・担当者変更（25）

英語Ｂ 英語Ｂ

海外語学研修 海外語学研修

英語Ａ

兼担 教授
三森  敏正

( )
平成25年４月

法学
日本国憲法
総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ

担当科目追加（26）

兼担 教授
佐々木　万亀夫

（ ）
平成27年４月

総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ

担当科目調整に伴う担当者変更
（27）

生化学

食品微生物学

生物学実験

食料問題と資源

生物学

植物生態学

生物学実験

基礎数学Ⅰ 基礎数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ 基礎数学Ⅱ

理工数学 理工数学

基礎数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ

兼担 准教授
惠原 貴志

( )
平成25年４月 基礎物理学 教授 昇格のため（25）

英語コミュニケーションＣ 英語コミュニケーションＣ

英語コミュニケーションＤ 英語コミュニケーションＤ

コンピュータ活用Ⅰ 専 准教授
鈴木　英勝

( )
平成25年４月 コンピュータ活用Ⅰ

長期海外出張のため担当科目調整に
伴う担当者変更（25）

兼担 教授
太田　尚志

( )
平成26年４月 コンピュータ活用Ⅰ

昇格のための職位変更、並びに長期
海外出張から帰国のため担当科目の
再調整に伴う担当科目追加（26）

水圏微生物学 水圏微生物学

プランクトン学 プランクトン学

生物学実験 生物学実験

コンピュータ活用Ⅱ
長期海外出張のため担当科目調整に
伴う担当科目追加（25）

専 准教授
鈴木　英勝

( )
平成25年4月 コンピュータ活用Ⅱ

長期海外出張から帰国のため担当科
目の再調整に伴う担当者変更（26)

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

健康と食生活論

食環境学実験Ⅲ

食環境学演習Ⅲ

卒業研究

日本文学

日本文化

日本文学

日本文化

中国語Ａ 中国語Ａ

中国語Ｃ 中国語Ｃ

中国語Ｄ

中国語Ｂ
時間割編成・学生数等の調整に伴う
担当科目追加(27)

英語Ａ

英語Ｂ

英語Ｄ

基礎数学Ⅰ 基礎数学Ⅰ

応用数学 応用数学

解析学 解析学

基礎数学Ⅱ

基礎数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ

地理学

都市論

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

兼担 准教授
渡邊　正芳

( )
平成25年４月 担当科目追加（25）

輪田　直子
（小尾）

( )
平成25年４月兼担 准教授

兼担 准教授
阿部　正典

（ ）
平成25年４月

時間割編成・学生数等の調整に伴う
担当者変更。阿部正典は平成25年4月
就任済み(27)

兼担 助教
永山　貴洋

( )
平成25年４月

兼担 准教授
庄子　真岐
（三浦）

( )
平成25年４月

兼担 准教授
渡邊　正芳

( )
平成25年４月

阿部  正典
( )

平成25年４月
時間割編成・学生数等の調整に伴う
担当科目追加(27)

兼担 准教授
大縄　道子

( )
平成25年４月

兼担

平成26年3月
菅原尚樹の退職（本人都合）に伴う
担当科目追加（26）

准教授
輪田　直子
（小尾）

( )
平成25年４月

後任未定
担当者変更予定（25）

兼担 准教授
遠藤　郁子
（松原）
（ ）

平成26年４月
平成25年4月に退職した廣瀬裕作の後
任補充により担当者変更（26）

兼担 准教授
山内　武巳

( )
平成25年４月

兼担 准教授
廣瀬　裕作

( )
平成25年４月

平成25年４月

平成26年3月
Richard Halberstadtの退職（本人都
合）に伴う担当者変更。設楽 ﾚﾍﾞｯｶ･
ﾘﾝは平成25年４月就任済み（26）

兼担 准教授
太田　尚志

( )
平成25年４月

兼担 准教授
太田　尚志

( )
平成25年４月

渡邊　正芳
( )

平成25年４月 担当者変更(25)

兼担 准教授
Richard

Halberstadt
( )

平成26年４月 兼任 講師
設楽 ﾚﾍﾞｯｶ･ﾘﾝ

( )

兼担 准教授
阿部  正典

( )
平成25年４月

兼担 准教授

兼担 准教授

兼担 准教授
依田　清胤

( )
平成25年４月 教授 昇格のため（25）

根本 　 泉
( )

平成25年４月 担当科目追加（25）

兼担 教授
阿部　知顕

( )
平成25年４月

兼担 教授
根本 　 泉

( )
平成25年４月 兼担 教授

兼担 教授
宮嵜  　厚

( )
平成26年４月

兼担 教授
松﨑  俊之

( )
平成25年４月

兼担 教授
根本　智行

( )
平成26年４月

三森  敏正
( )

平成25年４月 法学兼担 教授
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
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職名 就任予定年月 担当授業科目の名称

心理学

教育心理学 兼任 講師
角田　真紀子

( )
平成26年４月 教育心理学（中等）

教職課程申請時の指導により科目名
称変更・担当者変更（25）

兼任 講師
岩木　信喜

（ ）
平成27年４月 教育心理学（中等）

平成27年3月
角田真紀子の退職（本人都合）によ
り担当者変更（27）

平成27年４月 食品衛生学

衛生行政学

公衆衛生学

環境衛生学

フードコーディネート論

調理学

中国語Ａ 中国語Ａ

中国語Ｂ 中国語Ｂ

中国語Ｃ

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ 英語コミュニケーションＢ

英語コミュニケーションＣ

英語コミュニケーションＤ

英語Ａ 兼担 教授
長谷川  香子

( )
平成25年４月 英語Ａ 担当者変更（25）

兼担 教授
根本　  泉

( )
平成25年４月 英語Ａ 担当者変更（25）

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

兼任 講師
佐々木　淳

( )
平成25年４月 日本史

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

兼任 講師
金子　　淳

( )
平成27年４月 酵素化学

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ 英語コミュニケーションＢ

英語Ａ

英語Ｂ

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

英語Ａ 兼任 講師
藤掛　由美子

( )
平成25年４月 英語Ａ 担当者変更（25）

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

兼任 講師
井出　留美

( )
平成26年４月 フードスペシャリスト論

ドイツ語Ａ

ドイツ語Ｂ

ドイツ語Ｃ

ドイツ語Ｄ

ハングルＡ

ハングルＢ

ハングルＣ

ハングルＤ

兼任 講師
佐々木　千佳

( )
平成25年４月 歴史学 兼任 講師

杵淵　文夫
( )

平成25年４月 歴史学 担当者変更（25）

フランス語Ｃ

フランス語Ｄ

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

フランス語Ａ フランス語Ａ

フランス語Ｂ フランス語Ｂ

基礎経済 基礎経済

経済学 経済学

関口　駿輔
( )

平成25年４月
昇格による職位変更（27）
担当者変更（25）

大谷  尚文
( )

平成25年４月 担当者変更（25）

兼任 講師
荒井　壮一

( )
平成25年４月 兼担

准教授
助教

兼任 講師
島貫　葉子

( )
平成25年４月 兼担 教授

兼任 講師
星　かおり

( )
平成25年４月

兼任 講師
高間　　章

( )
平成25年４月

兼任 講師
宋　　貞熹

( )
平成25年４月

兼任 講師
MENS Virgini
Marie Lea

( )
平成25年４月

兼任 講師
上羽　広明

( )
平成25年４月

兼任 講師
嶋崎  順子

( )
平成25年４月

兼任 講師
藤掛　由美子

( )
平成25年４月 担当科目追加（25）

兼任 講師
北村  勝朗

( )
平成25年４月

兼任 講師
上羽　広明

( )
平成25年４月 担当者変更（25）

兼任 講師
柴田　和枝

( )
平成25年４月

兼任 講師
藤掛　由美子

( )
平成25年４月

兼任 講師
設楽　宏二

( )
平成25年４月

兼任 講師
玉川　明朗

( )
平成25年４月

平成25年４月 担当者変更（25）

兼任 講師
設楽 ﾚﾍﾞｯｶ･ﾘﾝ

( )
平成25年４月

平成26年3月
Richard Halberstadtの退職（本人都
合）に伴う担当科目追加（26）

富里　京子
( )

平成25年４月
平成26年3月
菅原尚樹の退職（本人都合）に伴う
担当科目追加（26）

兼任 講師
設楽 ﾚﾍﾞｯｶ･ﾘﾝ

( )
平成25年４月

兼任 講師
柴田　和枝

( )

兼任 講師
富里　京子

( )
平成25年４月 兼任 講師

講師
佐藤　博明

( )
平成26年４月

兼任 講師
大森　信治郎

( )
平成27年４月

兼任 講師
村井　　拓

( )

兼任

兼担 助教
佐藤　誠子

( )
平成26年４月
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兼任 講師 小野　昇平
( )

平成25年４月 日本国憲法 担当者変更（25）

兼担 教授 三森　敏正
（ ）

平成25年４月 日本国憲法

平成26年３月
小野昇平の退職（本人都合）により
担当者変更。三森敏正は平成25年４
月就任済み（26）

中国語Ｃ 中国語Ｃ

中国語Ｄ 中国語Ｄ

兼任 講師
富里　京子

( )
平成26年４月 中国語Ｃ

平成26年3月
菅原尚樹の退職（本人都合）により
担当者変更。富里京子は平成25年４
月就任済み（26）

兼担 准教授
輪田　直子
（小尾）

( )
平成26年４月 中国語Ｄ

平成26年3月
菅原尚樹の退職（本人都合）により
担当者変更。輪田直子は平成25年４
月就任済み（26）

調理学実習

食品官能評価・鑑別論演習

兼担 助教
中川　繭

( )
平成27年４月 生物学実験 兼担教員採用に伴う変更（27）

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２７年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

講師
田島　花野

( )
平成25年４月

兼任 講師
菅原　尚樹

( )
平成25年４月 担当者変更（25）

兼任 講師
河北　洋介

( )
平成25年４月 日本国憲法

兼任

兼任 講師
遠藤　俊子

( )
平成27年４月

教育課程の充実に伴う科目追加
（25）
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歳 名 歳 名

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，
　　　　「変更状況」には，平成２７年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），
　　　　および，平成２７年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
　　　・「年齢構成（前年度の状況）」については，報告書提出の前年度の状況を記載してください。今年度初めて報告書を提出する

　　　　場合は記入不要ですので，「ー」を記入してください。

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

0 0

　　　　

　　　　　を含む）等の理由」に辞任理由等および（）書きで報告年度を記入してください。

（注）・上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　教員数を記入してください。

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（ 6 ） （　3　） （　 0　） （　 0　） （　9　） ［　0　］

0 9
70

3 0

［　0　］ ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］
70

定年規定の定
める定年年齢

定年を延長
している教員数

6 3 0 0 9 6

准教授 教員の定年年齢
定年を延長

している教員数教　授 准教授 講　師 助　教 計

年齢構成（前年度の状況）

教　授

（２） 専任教員数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成

講　師 助　教 計
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時
（２４年１２月） 該当なし。

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 改善意見

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 改善意見

留　意　事　項　等

理工学部食環境学科の定員充足率が
0.7倍未満となっていることから、学
生の確保に努めるとともに、入学定
員の見直しについて検討すること。

（２５年５月）

留意事項

　本学が立地する地域は、依然と
して震災の影響が大きく、定員充
足に勤めているが、全学的に不安
定な募集環境が続いている。
　平成28年度入試においても、本
学入学試験委員会を中心に、履行
状況欄に記したように、学科の特
性や状況も踏まえて、引き続き募
集活動の強化策を推進する。
　特に、平成26年度から取り組ん
でいる石巻圏域高校等との連携強
化事業（高大共同の大学見学会
等）、平成27年度入試から導入し
た特待生入試及びスポーツ推薦入
試、学生の住環境の改善のため平
成27年3月に建設した学生寮などに
ついて、受験生等への一層の周知
に努める。また、平成27年5月末に
JR仙石線が全線開通することか
ら、沿線地域及び仙台地域の高校
への募集活動を集中的に進める。
　また、完成年度までの入学手続
状況等を踏まえて、完成年度以降
の入学定員の見直しについても検
討することとしている。
（対応完了予定時期：平成28年
度）（27）

　食環境学科の定員充足率は、
開設1年目及び開設2年目ともに
0.7倍を下回ったことから、開
設3年目の平成27年度入試の実
施に当たっては、本学入学試験
委員会を中心に、学科の特性や
状況も踏まえながら引き続き募
集活動の強化に努めた。具体的
には、入試アドバイザーの活
用、訪問高校の担当制、資料請
求者等への重点的な広報活動、
目的別リーフレット作成、オー
プンキャンパス等のイベント内
容の充実、在学生による情報発
信、入試制度改革による多様な
受験機会の確保などである。
　特に、イベント内容の充実で
は、平成26年度から石巻圏域高
校等との連携強化事業として、
大学見学会等を高大共同で実施
した。また、多様な受験機会の
確保では、平成27年度入試から
新たに特待生入試及びスポーツ
推薦入試を導入した。
　この他、教育内容の充実や学
生生活面の充実についても積極
的に推進している。

６　留意事項等に対する履行状況等

　開設1年目の平成25年度入試
で理工学部食環境学科の定員充
足率が0.7倍未満となったの
は、設置の趣旨・目的等が高
校・受験生へ十分に浸透しな
かった点が大きいと考えてい
る。
　このため、開設2年目の平成
26年度入試の実施に当たって
は、本学入学試験委員会を中心
に、高校・受験生への設置の趣
旨・目的の周知に留意しなが
ら、募集活動の強化に努めた。
具体的には、入試アドバイザー
の活用、訪問高校の担当制、資
料請求者等への重点的な広報活
動、目的別リーフレット作成、
オープンキャンパス等のイベン
ト内容の充実、入試制度改善に
よる多様な受験機会の確保など
である。
　平成26年度も入学定員を上回
る、開設1年目と同水準の志願
はあったが、定員充足率では
0.7倍に届かず、引き続き入学
手続者数の増加に尽力しなけれ
ばならない状況にある。（26）

　本学が立地する地域は、依然と
して震災の影響が大きく、暫く全
学的に不安定な募集環境が続くと
考えており、数年かけて定員充足
に努める。
　このため、本学入学試験委員会
を中心に学科の特性や状況も踏ま
えながら、募集活動の強化策（入
試アドバイザーの活用、訪問高校
の担当制、資料請求者等への重点
的な広報活動、目的別リーフレッ
ト作成、オープンキャンパス等の
イベント内容の充実、入試制度改
善による多様な受験機会の確保、
等）を継続・推進する。
　特に、イベント内容の充実で
は、平成26年度から石巻圏域高校
等との連携強化事業として、大学
見学会等を共同で実施する。ま
た、多様な受験機会の確保では、
平成27年度入試から新たに特待生
入試及びスポーツ推薦入試を導入
する。
　この他、間接的に魅力の増大に
つながるように、教育内容の充実
や学生生活面の充実も並行して推
進する。
　特に、学生生活面では、JR仙石
線の復旧の遅れや学生アパートの
供給不足という問題がある。震災
後の学生の住環境を改善するため
に、平成27年3月完成を目途に学生
寮の建設を進める。通学支援バス
６路線については、引き続き運行
の改善を図る。
（対応完了予定時期：平成28年
度）
（26）

理工学部食環境学科、人間学部人間
教育学科、人間文化学科の定員充足
率が0.7倍未満となっていることか
ら、学生の確保に努めるとともに、
入学定員の見直しについて検討する
こと。

（２６年５月）
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  特に学生生活面では、JR仙石
線の復旧の遅れや学生アパート
の供給不足という問題があり、
震災後の学生の住環境を改善す
るために、平成27年3月完成を
目指して学生寮の建設を進め
た。また、通学支援バス6路線
についても、引き続き運行の改
善を図った。
　この結果、食環境学科の平成
27年度志願者数は83名（14名
増）、入学者数は31名(0.77倍)
となり、昨年度の17名（0.42
倍）から改善した。なお、入学
定員充足率は0.7倍を上回った
が、定員充足に向けて引き続き
尽力する必要がある。(27)

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①修了要件単位数126単位　必修科目47単位、選択科目
229単位、自由科目６単位

①教育課程の充実に伴い、自由科目（２科目・４単位）を
追加した。この結果、修了要件単位数126単位　必修科47単
位、選択科目229単位、自由科目10単位、に変更。（25）

　石巻専修大学では、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な取組みを推進するため、「石巻専修大学ファカ
ルティ・ディベロップメント委員会規程」に基づき、全学的な組織として｢石巻専修大学FD委員会｣を設置している。

　　　　　　　「石巻専修大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程」
 (目的及び設置)
第1条　石巻専修大学(以下「本大学」という。)に、ファカルティ・ディベロップメント(本大学の教育の質的向上を図
るため、組織的に取り組む活動をいう。以下「FD」という。)の推進を目的としてFD委員会(以下「委員会」という。)を
置く。
 (構成)
第2条　委員会は、次の者をもって構成する。
(1)　委員長　本大学の専任教員のうち学長が指名した者　1名
(2)　委員　各学部長及び各研究科長から推薦された教員　各若干名
 (任期)
第3条　委員長及び委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。
2　委員長及び委員が任期中に欠けたとき、又は交代したときの後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
 (審議事項)
第4条　委員会は、次の事項を審議する。
(1)　教育活動改善の方策に関する事項
(2)　初任者及び現任者の研修計画の立案及び実施に関する事項
(3)　学生による授業評価の実施、結果分析及びフィードバックに関する事項
(4)　FDに関する報告書等の作成に関する事項
(5)　部会からの報告及び審議に関する事項
(6)　その他FDの推進に関する事項
(招集)
第5条　委員会は、委員長が招集し、その議長となる。
 (大学院部会)
第6条　委員会に、大学院のFDを推進するため大学院部会を置く。
2　大学院部会は、大学院のFDに係る事項について検討し、及び委員会に報告するものとする。
3　大学院部会に関し必要な事項は、委員会が定める。
 (事務所管)
第7条　委員会の事務は、事務部事務課が所管する。
 (規程の改廃)
第8条　この規程の改廃は、委員会の議を経て学長が行う。
  附　則
この規程は、平成19年4月1日から施行する。
   附　則
この規程は、平成19年5月1日から施行する

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

ａ　委員会の設置状況

７　その他全般的事項

＜理工学部　食環境学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制
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〈平成27年度〉
　第１回　平成27年 4月 2日
　第２回　平成27年 4月15日

〈平成26年度〉
　第１回　平成26年 4月17日
　第２回　平成26年 4月24日
　第３回　平成26年 6月19日
　第４回　平成26年 7月24日
　第５回　平成26年11月 6日
　第６回　平成26年11月28日
　第７回　平成26年12月 4日

ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　石巻専修大学FD委員会は、年間５回程度の開催を予定している。また、必要に応じて臨時委員会を開催する。

〈平成25年度〉
　第１回　平成25年 4月25日
　第２回　平成25年 5月23日
　第３回　平成25年 7月 4日
　第４回　平成25年 9月19日
　第５回　平成25年10月31日
　第６回　平成25年11月28日
　第７回　平成26年 2月20日

ｂ　実施方法

ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

②　実施状況

ｃ　委員会の審議事項等

　石巻専修大学FD委員会が審議する事項は、「教育活動改善の方策に関する事項」「初任者及び現任者の研修計画の立
案及び実施に関する事項」「学生による授業評価の実施、結果分析及びフィードバックに関する事項」「FDに関する報
告書等の作成に関する事項」「部会からの報告及び審議に関する事項」「その他FDの推進に関する事項」である。

〈平成25年度〉
・FDネットワークつばさ関連情報提供や企画等への教員派遣：FD合宿セミナー8/26・27（１名参加）。セミナー内容を
教授会に報告。その他つばさ作成の各種報告書等を教員室で閲覧可能とした。
・初任者研修会（採用時）：4/1実施（13人参加）
・授業参観（公開授業）：３回実施（12/11、12/19、1/15）（延べ19人参加）
・FD教員研修会（教員セミナー）：7/18実施（約50人参加）
・授業業評価アンケート（※③参照）：未実施
・その他の活動：公開授業後の検討会を３回実施（12/11、12/19、1/15）（延べ19人参加）、FD委員会主催シンポジウ
ム11/1実施（来場者約100人）、全１年次対象の学習成果等アンケート実施（12/2～1/31）

・ネットワークつばさ関連情報提供や企画等への教員派遣
・初任者研修会（採用時）
・授業参観（公開授業）
・FD教員研修会（教員セミナー）
・授業業評価アンケート
・その他の活動

・FDネットワークつばさ関連情報提供や企画等への教員派遣：本学は「FDネットワーク“つばさ”（協議会事務局 山形
大学）」に参加しており、授業業評価アンケート様式の利用の他、“つばさ”が行う企画への教員派遣や各種情報の学
内還元などを実施
・初任者研修会（採用時）：新任教員の採用時にFD委員会委員長や事務部による研修。委員会の活動内容や授業に際し
ての留意点等を解説
・授業参観（公開授業）：年２回程度、大学全体で公開可能な教員を募り実施（検討会も併せて実施）
・FD教員研修会（教員セミナー）：内外講師により教育改善のための勉強会を実施
・授業業評価アンケート：全学的に３年に１度の割合で実施。平成20年度以降は「FDネットワーク“つばさ”」に参加
し参加大学共通の調査様式を利用
・その他の活動：その他関連の取組を適宜実施する他、学部内でも必要に応じ補完的な取組を実施

ａ　実施内容



23

〈平成26年度〉
・FDネットワークつばさ関連情報提供や企画等への教員派遣：
FD合宿セミナー9/8・9（１名参加）。セミナー内容を教授会に報告。その他つばさ作成の各種報告書等を教員室
で閲覧可能とした。
・初任者研修会（採用時）：4/1実施（10人参加）
・授業参観（公開授業）：３回実施（7/11、8/6、10/30）（延べ63人参加）
・FD教員研修会（教員セミナー）：6/5実施（60人参加）、12/11実施（62人参加）
・授業業評価アンケート（※③参照）：前期及び後期で全教員対象に実施
・その他の活動：公開授業後の検討会を３回実施（7/11、8/6、10/30）（延べ63人参加）、体験型授業8/6実施（48人参
加）、全年次対象の学習成果等アンケート実施（11/4～1/30）

〈平成27年度〉
・初任者研修会（採用時）：4/1実施（2人参加）

　石巻専修大学では、平成23年度に実施した授業評価アンケートについて、全科目別の集計結果と分析結果が報告書
（平成25年３月発行）として取りまとめられ、平成25年６月にFDネットワーク“つばさ”の全参加校などに配布され
た。学内では教員室、図書館で閲覧可能とした他、ホームページ上にも掲載した。平成26年度に実施する授業評価アン
ケートについても同様の方法で公開する。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

ａ　実施の有無及び実施時期

　石巻専修大学では、３年に1度の割合で全学的な授業評価アンケートを実施しており、最近では平成23年度に実施した
ところである。平成26年度は実施年度に当たり、全教員を対象として前期末と後期末に実施した。なお、人間学部で
は、空白年度について独自に調査を行う計画としていることから、平成25年度は前期の７月に17科目、後期の１月に23
科目を対象にアンケートを行った。

ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　石巻専修大学では、各教員がFD関連の企画への参加や実施結果等を踏まえて、担当科目の授業改善にそれぞれ努めて
いくことを基本としているが、FD委員会が主導し全学的に実施する授業評価アンケートについては、集計後すぐにデー
タを担当教員に戻した上で「授業評価アンケート結果についての教員の対応」に関する調査票に記載・提出してもらう
ことを通じても授業改善を促している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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〈平成26年度の総括評価・所見〉
　開設２年目の平成26年度は、各学科の特色を反映した専門科目がさらに多く開講となり、学生の興味・関心につなが
り活気が生まれている。３年目以降も引き続き教育課程の充実に取組み、設置計画の履行を着実なものとしていくこと
としている。
　２年目の定員充足については、１年目同様に食環境学科が入学定員を下回り、逆に生物科学科が入学定員を大幅に超
過となった。このため、３年目（平成27年度入試）に向けて定員管理の適正化に努めた結果、両学科ともに改善傾向に
ある。また、生物科学科の学生数が増加したことに対応し教育環境・内容の水準を維持するため、平成27年度からの専
任教員数を１名増とした。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　いて記入してください。

　　財団法人大学基準協会の認証評価の結果及び申請した自己点検評価・報告書については、平成26年4月に公表した。

　ａ　公表（予定）時期

③　認証評価を受ける計画

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　ｂ　公表方法

　上記ａの財団法人大学基準協会の認証評価の結果及び申請した自己点検評価・報告書については、印刷物やＣＤとし
て、財団法人大学基準協会の加盟大学や石巻市等の関係機関へ送付するとともに、ホームページに掲載するなどして公
表している。

　石巻専修大学では、大学基準協会による認証評価を７年ごとに受けており、今回（平成24年度に申請準備、平成25年
度に評価）の後の認証評価は平成32年度となる。ただし、平成25年度の評価で努力課題とされた項目については、平成
29年度７月末までの対応状況を「改善報告書」にまとめ大学基準協会に報告する必要がある。

　石巻専修大学の自己点検・評価は、全教職員により全学的に取り組むことを基本として、全体的な自己点検・評価に
ついては、「石巻専修大学自己点検・評価に関する規程」に基づき、自己点検・評価全学委員会（※委員長は学長から
指名された教授）、自己点検・評価運営委員会（※自己点検・評価全学委員会委員長が兼務）、個別機関自己点検・評
価委員会（※委員長は各個別機関の長）が連携協力して自己点検・評価を実施する。自己点検・評価全学委員会は、本
学の自己点検・評価活動を全学的な視野で総合的包括的に指揮・統括を行い、自己点検・評価運営委員会は円滑な実
施・運営のための全学的な調整を担当し、個別機関委員会は、各個別機関の点検・評価を行う任務分担となっている。
なお、本学では、加盟している財団法人大学基準協会の認証評価を７年ごとに受けており、平成25年度はそのために必
要な申請（平成24年度）を終え、評価を受ける年度となっている。
　従って、今回の認証評価には、理工学部や改組する際に基礎となった学科（基礎理学科及び生物生産工学科）に関す
る内容は含まれているが、食環境学科と生物科学科に関する内容は含まれていない。しかし、理工学部では、石巻専修
大学が大学としての内部の質保証の観点から、自己点検・評価全学委員会と各個別機関委員会が連携して毎年度行って
いる自己点検・評価活動の一環として、両学科の「設置の趣旨・目的」の達成状況などについても、同様に点検・評価
を行うこととしている。

〈平成25年度の総括評価・所見〉
　食環境学科は、地域の産業支援と、食・環境に精通した技術者の育成が急務と考え、食と健康、食の安全、食糧およ
び食品の生産ならびに加工技術に精通し、食の安全な供給を支える健全な環境作りのための知識と技術を幅広く備え、
その持てる力を発揮して社会に貢献できる、社会知性にあふれる人材の育成を目的として設置した。
　また、生物科学科は、津波被害を受け自然環境の回復が急がれる地域事情や地球規模で進む環境悪化等を踏まえ、自
然環境の保護と再生・修復を担う技術者、命の尊さと多様な生物の生息環境を守ることの必要性を伝え教えることがで
きる教育者の育成を目的として設置した。
　開設から1年経過したのみで両学科とも十分な評価をするには至らないが、教育課程については概ね設置計画どおり履
行している。特に、１泊２日で行われる新入生オリエンテーションセミナー、フレシュマンセミナー、１年次から始ま
る地域関連の専門実習等において、設置の趣旨・目的の理解と、興味関心・学習意欲の喚起につなげるべく、これまで
培った学部の経験・実績を踏まえた内容等の充実に努めた結果、総じて学生の反応も良好である。
　２年目以降も引き続き教育課程の充実に取組み、設置計画の履行を着実なものとしていく。定員充足については、食
環境学科が入学定員を下回り、逆に生物科学科が入学定員を大幅に超過していることから、食環境学科における募集活
動の一層の強化、生物科学科における慎重な合否判定と定員管理に努めていくこととしている。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　2015年　７月　６日　　）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ヒダカ　ヨシヒロ ）

日　髙　義　博

（平成１８年１１月）

（ サカタ　 タカシ ）

坂　田　　　隆

（平成１９月４月）

（ マルオカ　アキラ ） （ ヨシハラ　アキラ ）

丸　岡　　章 吉　原　　章

（平成２３年４月） （平成２５年４月）

（ アベ　トモアキ ）

阿　部　知　顕

（平成２５年４月）

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２５年度に報告済の内容　→（25）

　　　　　　平成２７年度に報告する内容　→（27）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

学　　長

学 部 長
前任が任期満了のため変
更（25）

生物科学科
主任教授

学科新設のため（25）

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

　　　〒９８６－８５８０
　　　　宮城県石巻市南境新水戸１番地

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（２） 大　学　名
　　　　石巻専修大学

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人 専修大学
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　理工学部

　　生物科学科

　　　学士（理学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

174 236 252

(　 　) (　 　) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー )

[ 　 ] [ 　 ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

171 236 251

(　 　) (　 　) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー )

[ 　 ] [ 　 ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

146 177 106

(　 　) (　 　) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー )

[ 　 ] [ 　 ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]
66
67

74 50

(　 　) (　 　) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー ) ( ー )

[ 　 ] [ 　 ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して
　　　　ください。
　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　　意見等対応状況報告書」を提出する大学）のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は

　　　　「－」を記入してください。

1.85 1.25

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　・「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は，完成年度を越えて報告書を提出する大学（「改善

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.65
1.67

(　ー 　) (　ー 　) (　ー 　)

[ 　　　 ] [ 　ー　 ] [ 　ー　 ] [ 　ー　 ]

備　　考

Ａ　 入学定員

1.58倍 ー倍

平成25年
度欄誤記
により一
部訂正
（26）

40 40 40
(　　 　)

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　　　　　

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
平均入学定員
超 過 率

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

40 ー 160

年 人 年次 人

人

4

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　様式は，平成２４年度開設の４年制の学科の場合（平成２７年度までの４年間）ですが，開設年度・
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　 　] [　 　] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

（　　） （　　） （ー） （ー） （ー） （ー）

66
67

ー 74 ー 50 ー

[　　 ] [　 　] [ ー ] [ ー ] [ ー ] [ ー ]

（　　） （　　） （ー） （ー） （1） （ー）

63 ー 75 ー

[　　 ] [　 　] [ ー ] [ ー ]

（　　） （　　） （ー） （ー）

58 ー

[　　 ] [　 　]

（　　） （　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

66
67

137 183

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

[　　　　 ] [　 ー  　] [　 ー  　] [　 ー  　]

（　　　　 ） （ 　ー 　 ） （ 　ー 　 ） （ 　1 　 ）

１年次

３年次に休学者１人を含む
（27）
平成25年度欄誤記により訂
正（26）

２年次

３年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
備　　　　　考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２４年度 人 人

平成２５年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２５年度 3 人 0 人 進路変更(2人)、除籍（１人）
（※平成25年度入学者数誤記により訂正（26））

平成２６年度 4 人 0 人
勉学意欲喪失（2人）、進路変更(1人)、
経済的理由（１人）

平成２７年度 0 人 0 人

平成２６年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

50 人 0 人 平成２７年度 0 人 0 人 0 ％

190 人 7 人 3.7 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２７年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

％

平成２７年度
入学者

合　　計

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成２６年度
入学者

74 人 0 人 0

％

平成２５年度
入学者

66
67

人 7 人 10.6 ％

平成２４年度
入学者

人 人

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数



30

＜理工学部　生物科学科＞

（１） 授業科目表

必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

日本文学
1.2後
1･2前

2 兼1
兼担教員の都合により開講期を変更（27）
通常開講（26）
集中開講（25）

日本文化 1･2後 2 兼1

哲学 1･2前 2 兼1

倫理学 1･2後 2 兼1

美学 1･2前 2 兼1

芸術論 1･2後 2 兼1

教育学概論 1･2前 2 兼1

教育原理（中等）
教育原理

1･2後 2
兼1
兼2

教職課程申請の際の指導により名称変更・担当者
減（25）

日本史 1･2前 2 兼1

歴史学 1･2後 2 兼1

地理学 1･2前 2 兼1

都市論 1･2後 2 兼1

法学 1･2前 2 兼1

日本国憲法 1･2後 2 兼1

基礎経済 1･2前 2 兼1

経済学 1･2後 2 兼1

社会学 1･2前 2 兼1

基礎統計学 1･2前 2 兼1

統計学 1･2後 2 兼1

総合科目Ⅰ　 1･2前 2 兼1

総合科目Ⅱ　 1･2後 2 兼1

健康科学 1･2前 2 兼1

スポーツ科学Ａ 1･2前 2 兼6

スポーツ科学Ｂ 1･2後 2 兼6

心理学 1･2前 2 兼1

教育心理学（中等）
教育心理学

1･2後 2 兼1 教職課程申請の際の指導により名称変更（25）

教育相談の理論と方法（中等）
教育相談の理論と方法

2前
2後

2 兼1 教職課程申請の際の指導により名称変更・体系的
履修の観点から配当年次変更（25）

基礎物理学 1前 2 兼1

物理学 1後 2 1

基礎化学 1前 2 1

化学 1後 2 兼1

基礎生物学 1前 2 兼1

生物学 1後 2 1 1 昇格による変更（26）

基礎数学Ⅰ 1前 2
１
1

兼1
時間割編成・学生数調整に伴う担当者変更（27）
教員の担当科目調整に伴う担当者減（25）

基礎数学Ⅱ 1後 2 1 兼1 時間割編成・学生数調整に伴う担当者変更（27）

英語Ａ 1前 2
兼4
兼3

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により担
当者追加（25）

英語Ｂ 1後 2 兼4

英語Ｃ 1前 2 兼1

英語Ｄ 1後 2 兼2

英語コミュニケーションＡ 1前 2
兼3
兼5

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により担
当者減（25）

英語コミュニケーションＢ 1後 2
兼3
兼5

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により担
当者減（25）

英語コミュニケーションＣ
2前

未開講
2前

2 兼1
通常開講（27）
履修希望者がいなかったため未開講（26)

英語コミュニケーションＤ 2後 2 兼1

ドイツ語Ａ 1前 2 兼1

ドイツ語Ｂ 1後 2 兼1

ドイツ語Ｃ 1前 2 兼1

ドイツ語Ｄ 1後 2 兼1

フランス語Ａ 1前 2
兼1
兼2

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により担
当者減（25）

フランス語Ｂ 1後 2 兼1

フランス語Ｃ 1前 2 兼1

フランス語Ｄ 1後 2 兼1

中国語Ａ 1前 2 兼2

中国語Ｂ 1後 2
兼2
兼1

時間割編成・教員の担当科目数・学生数調整により担
当者追加（27）

中国語Ｃ 1前 2 兼2

中国語Ｄ 1後 2 兼1

ハングルＡ 1前 2 兼1

ハングルＢ 1後 2 兼1

ハングルＣ 1前 2 兼1

ハングルＤ 1後 2 兼1

海外語学研修
未開講
1･2･3前

2 兼1 履修希望者がいなかったため未開講（25）（26）（27）

全
学
科
共
通
科
目

現
代
教
養
科
目

人
間
と
社
会
の
理
解

心
と
身
体
の
健
康

自
然
の
理
解

言
語
ス
キ
ル
の
基
礎

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 専任教員等の配置

備考

２ 授業科目の概要
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 専任教員等の配置

備考

フレッシュマンセミナー 1通 4
11
9

2 昇格による変更（26）

コンピュータ活用Ⅰ １前 2 1 1 兼１
担当者変更（26）
担当者変更（25）

基礎理数演習Ⅰ １前 1
11
9

１
3

1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

生物科学実習ⅠＡ １前
1

11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

コンピュータ活用Ⅱ １後 2 1
兼１
兼１

担当者変更（26）
担当者変更（25）

基礎理数演習Ⅱ １後 1
11
9

１
3

1 昇格による変更（26）

生物科学実習ⅠＢ １後
1

11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

キャリアデザインⅠ 2通 2 3

化学実験 2前 1 兼１0

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2前 1
11
9

2 昇格による変更（26）

生物科学実習ⅡＡ 2前 1
11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

生物学実験 2後 1
10
11
9

2 1
専任採用（助教）と担当科目調整による変更（27）
昇格による変更（26）

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2後 1
11
9

2 昇格による変更（26）

生物科学演習Ⅰ 2後 1
11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

生物科学実習ⅡＢ 2後 1
11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

キャリアデザインⅡ 3通 2 3

生物科学実験Ⅰ 3前 2
11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
3後
3前

1
11
9

2
教育効果を考慮し開講期を変更（27）
昇格による変更（26）

生物科学実験Ⅱ 3後 2
11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

生物科学実験Ⅲ 4前 1
11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

生物科学演習Ⅱ 4通 2
11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

卒業研究 4通 6
11
9

2 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

生化学 1後 2 1

バイオテクノロジー 2前 2 1

海洋脊椎動物学 2前 2 1

海洋学 2前 2 1

多様性生物学 2前 2 1

生態学 2前 2 1

微生物学 2前 2 1

細胞生物学 2後 2 兼１

無脊椎動物学 2後 2 1

動物解剖学 2後 2 1

植物機能形態学 2後 2 1 1 昇格による変更（26）

魚類生理学 2後 2 1

動物生理学 2後 2 1

植物生理学 2後 2 1

分子生物学 2後 2 兼１

プランクトン学 2後 2 1 1 昇格による変更（26）

水質環境工学 3前 2 兼１

海洋生態学 3前 2 1 1 昇格による変更（26）

細胞組織学 3前 2 1

原生動物学 3前 2 1

植物系統分類学 3前 2 1

海洋動物発生学 3前 2 1

動物発生学 3前 2 1

保全生物学 3前 2 1

生物環境統計学
3後
3前

2 兼１
生物環境工学との内容の継続性から開講時期を変更
（27）

海洋動物生産学 3後 2 1

生物環境工学
3前
3後

2 兼１
生物環境統計学との内容の継続性から開講時期を変
更（27）

極限環境の生物学 3後 2 1

遺伝子工学 3後 2 兼１

神経生理学 3後 2 兼１

野生動物保護論 3後 2 1

植物生態学 3後 2 1 1 昇格による変更（26）

菌類学 3後 2 1

海洋生物学実習 3後 1
４
3

1 昇格による変更（26）

動物学実習 3後 1 3

植物学実習 3後 1
3
2

1 1
専任採用（助教）による変更（27）
昇格による変更（26）

生物科学特別科目Ⅰ 1前 2
11
9

2 昇格による変更（26）

理工数学 1後 2 兼１

理工物理学 1後 2 兼１

理工化学 1後 2 1 兼1 教職課程申請の際の指導により担当者変更（25）

理工生物学 1後 2 1

生物科学特別科目Ⅱ 2前 2
11
9

2 昇格による変更（26）

無機化学 2前 2 兼１

有機化学 2前 2 兼１

応用数学 2前 2 1

運動と波動 2前 2 兼１

分析化学 2後 2 兼１

食品微生物学 2後 2 1

化学環境学 2後 2 兼１

高分子化学 2後 2 兼１

電磁気学 2後 2 兼１

解析学 2後 2 1

専
門
必
修
科
目

専
門
発
展
科
目

専
門
関
連
科
目

生
物
科
学
科
固
有
科
目
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 専任教員等の配置

備考

生物科学特別科目Ⅲ 3前 2
11
9

2 昇格による変更（26）

栄養学 3前 2 兼１

食品寄生生物学 3前 2 兼１

水環境の物理学 3前 2 兼１

食品成分の化学 3前 2 兼１

水圏微生物学 3前 2 1 1 昇格による変更（26）

環境放射能測定学 3前 2 兼１

熱力学 3前 2 1

生物科学特別科目Ⅳ 3後 2
11
9

2 昇格による変更（26）

食品加工学 3後 2 兼１

食品分析化学 3後 2 兼１

量子物理学 3後 2 1 兼１ 教職課程申請の際の指導により担当者変更（25）

酵素化学 3後 2 兼１

教職概論（中等）
教職概論

2前 2 兼１ 教職課程申請の際の指導により名称変更（25）

教育制度論（中等）
教育制度論

2後 2 兼１ 教職課程申請の際の指導により名称変更（25）

教育社会学
2前
3前

2 兼１ 体系的履修の観点から配当年次変更（25）

中等教科教育法Ⅰ（理科） 2通 4 兼１

中等教科教育法Ⅱ（理科） 3通 4 兼１

道徳教育の指導法（中等）
道徳教育の指導法

3前
3後 2 兼１

教職課程申請の際の指導により名称変更・体系的
履修の観点から配当年次変更（25）

特別活動の指導法（中等）
特別活動の指導法

3後 2 兼１ 教職課程申請の際の指導により名称変更（25）

教育課程論（中等）
教育課程論

3前 2 兼１ 教職課程申請の際の指導により名称変更（25）

教育方法論（中等）
教育方法論

3後 2 兼１ 教職課程申請の際の指導により名称変更（25）

生徒・進路指導の理論と方法（中等）
生徒・進路指導の理論と方法

2後
2前

2 兼１
兼任教員の都合により開講期を変更(27)
教職課程申請の際の指導により名称変更（25）

教育実習事前事後指導 4前 1 兼2

中学校教育実習Ⅰ 4前 2 兼2

中学校教育実習Ⅱ 4前 2 兼2

高等学校教育実習 4前 2 兼2

教職実践演習（中・高） 4後 2 兼2

物理学実験 3前 1 1
兼8
兼9

兼担教員の退職により担当者減（前年度記載漏れ）
（27）

地学 3前 2 兼１

地学実験 3前 1 兼１

生涯学習論 2後 2 兼１

地域文化政策論 3前 2 兼１

アートマネージメント 3後 2 兼１

博物館教育論 2後 2 兼１

博物館情報・メディア論 3後 2 兼１

博物館資料論 3前 2 兼１

博物館資料保存論 3後 2 兼１

博物館展示論 3前 2 兼１

博物館実習 4通 3 兼１

公衆衛生学 2前 2 兼１

食品衛生学 3前 2 兼１

環境衛生学 3後 2 兼１

衛生行政学 3後 2 兼１

健康と食生活論 2後 2 兼１

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

生
物
科
学
科
固
有
科
目

（
つ
づ
き

）

専
門
関
連
科
目

（
つ
づ
き

）

自
由
科
目

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し
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（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.00

設置時の計画の授業科目数の計

一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

（４） 廃止科目

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次

必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに,［　］内に，届出時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　・資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

（３） 未開講科目

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門

179

[ 　0 ] [ 　0 ] [ 　0 ] [　0　]

科目 科目

28 119 32 179 28 119 32

必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計
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備考

大学全体

※共同研究費は大学全体

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２７年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　 ― 千円

理工学部食環境学科

理工学部生物科学科
 　1,551
 　1,541  千円

1,311 千円 1,311 千円

― 千円
 　1,551
 　1,541  千円

完成年度

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

第６年次

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　　を併せて提出してください。

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入、等

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

(8)
経費の見
積り及び
維持方法
の概要

経費
の見
積り

　　　　理由及び報告年度「（27）」を「備考」に赤字で記入してください。

開設年度

千円

　　 ― 千円

千円

1,311 千円 　　 ― 千円

1,311 千円 1,311 千円

35,561
57,455千円

24,125
17,210千円

9,230千円

※図書購入費は､届出２学科を含む大学学部全
体､図書購入費には､電子ジャーナル・データ
ベースの運用コスト含む。

※設備購入費は届出２学科分

届出後に学費改定となったための訂正(25)
図書購入費・設備購入費の欄は金額確定によ
る修正、備考欄は誤記による訂正(26)

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

開設前年度 開設年度 完成年度

教員１人当り研究費等 1,000千円 1,000千円 図書購入費
31,084
31,110千円

31,616
31,110千円

区　分 区　分

共同研究費等 15,200千円 15,200千円

1,311 千円

設備購入費

          千円 千円 千円 千円

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要
大学全体

3,188　㎡ 雨天体育場 テニスコート 弓道場

18,660千円

(6)図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
3,496　㎡ 261席 約200,000冊

(7)体育館

0

(10,128〔935〕)
(8,097〔797〕)
(4,683〔210〕)

2,100〔815〕
2,045
(1,998〔789〕)
(1,988〔774〕)

36〔36〕
48〔48〕

1,988
1,952
1,619

(22) 0

計

14,238〔1,469〕
9,000〔876〕

2,100〔815〕
2,045
1,998〔789〕
1,988〔774〕

36〔36〕
48〔48〕

1,988
1,952
1,619

22

(10,128〔935〕)
(8,097〔797〕)
(4,683〔210〕)

2,100〔815〕
2,045
(1,998〔789〕)
(1,988〔774〕)

36〔36〕
48〔48〕

1,988
1,952
1,619

(22) 0

 14,238〔1,469〕
9,000〔876〕

2,100〔815〕
2,045
1,998〔789〕
1,988〔774〕

36〔36〕
48〔48〕

1,988
1,952
1,619

22 0

理工学部全体

大学全体

大学全体の共用分
図書174,473〔61,315〕(視聴覚資料含む）
　うち自然科学系42,690冊〔13,545〕､人文・
社会科
　学系131,783冊〔47,770〕
学術雑誌2,100〔815〕
視聴覚資料1,988
 
図書172,051〔60,749〕(視聴覚資料含む）
　うち自然科学系42,405冊〔13,523〕､人文・
社会科
　学系129,646冊〔47,226〕
　※開設年度8,097冊〔797〕購入､完成年度
14,238冊
　〔1,469〕まで購入予定
学術雑誌2,045〔789〕
電子ジャーナル36〔36〕
視聴覚資料1,952
 
図書162,726〔59,118〕(視聴覚資料含む）
学術雑誌1,998〔776〕
電子ジャーナル51〔51〕
視聴覚資料1,619
機械・器具22

誤記による訂正(25）
図書欄は充実させた分を含めた修正、備考
欄・その他の欄は年度進行による修正と補足
の記載(26)           図書欄は充実させた分
を含めた修正、備考欄・その他の欄は年度進
行による修正と補足の記載(27)

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

13
12

室

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標本

点

（補助職員　2人） （補助職員　0人）

(4) 専 任 教 員 研 究 室

新設学部等の名称 室　　　数
申請学科全体

平成27年４月
専任教員(助教)１名新規採用のため（27）

理工学部　食環境学科 9 室

理工学部　生物科学科

大学全体(情報処理学習施設の１室に語学学習
機能あり）

人間学部設置に伴い教室等を改修整備したこ
とによる訂正(25)

                 室                  室                  室 　　              室              　　　室

 
30

 
16

 
57 8

（3）教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

0

31 13 56

　　　　　39､686
　　　　　38,518　㎡

0　㎡ 0　㎡
　　　　　　39､686
　　　　　　38,518　㎡

誤記による訂正(25)

39,686
（　　38,518　㎡）

（　　　　0　　㎡） （　　　0　　　㎡）
39,686

（　　38,518　㎡）

合 計
         422,608
         422,609  ㎡

0　㎡ 0　㎡
           422,608
           422,609 ㎡

（２）　校　　　舎

専用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

268,643　㎡

そ の 他 153,966　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 153,966　㎡

運 動 場 用 地
         131,042
         131,043　㎡

0　㎡ 0　㎡
           131,042
           131,043 ㎡

小数点以下の端数処理の統一による訂正(25)

小 計 268,643　㎡ 0　㎡ 0　㎡

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 137,600　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 137,600　㎡

-（１）

校
　
地
　
等

（5）

　
図
書
・
設
備

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
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備考

平成27年度より編入学定員の募集停止

備考

1.13 昭和40年度　マーケティング学科 4 100 ― 400 学士 (商学)

商学部二部

0.97 昭和24年度　法律学科 4 150 ― 600 学士 (法学)

法学部二部

1.05 昭和24年度　経済学科 4 100 ― 400 学士 (経済学)

経済学部二部

1.13 平成22年度

　社会学科 4 120 ― 480 学士 (社会学) 1.15 平成22年度

　心理学科 4 70 ― 280 学士 (心理学)

人間科学部

1.14 平成13年度　ネットワーク情報学科 4 230 ― 920 学士 (情報学)

ネットワーク情報学部

平成22年度

　人文・ジャーナリズム学科 4 90 ― 360 学士 (文学) 1.21 平成22年度

1.12 平成22年度

　環境地理学科 4 50 ― 200 学士 (文学) 1.17

1.18 平成22年度

　英語英米文学科

　歴史学科 4 130 ― 520 学士 (文学)

　哲学科 4 70 ― 280 学士 (文学)

4 140 560 学士 (文学) 1.15

平成22年度

平成22年度

昭和41年度

　日本文学文化学科 4 110 440 学士 (文学) 1.15

　日本語学科 4 70 280 学士 (文学) 1.16

文学部

1.08 昭和43年度　会計学科 4 220 ― 880 学士 (商学)

　マーケティング学科 4 440 ― 1,760 学士 (商学) 1.18 昭和40年度

商学部

　経営学科 4 530 ― 2,120 学士 (経営学) 1.14 昭和37年度

経営学部

平成18年度 生田校舎

神奈川県川崎市多
摩区東三田二丁目
１番地１

1.17 昭和24年度

　政治学科 4 150 ― 600 学士 (政治学) 1.08

　法律学科 4 550 ― 2,200 学士 (法学)

東京千代田区神田
神保町三丁目８番
地１

法学部

昭和24年度 神田校舎

　国際経済学科 4 200 ― 800 学士 (経済学) 1.15 平成8年度

　経済学科 4 480 ― 1,920 学士 (経済学) 1.14

経済学部

所　在　地

年 人 年次 人 倍

大学の名称  　　専　修　大　学

既設学部等の名称 修業年限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

　　経営学専攻 3 3 ― 9 博士 (経営学) 0.33 平成9年度

0.10 平成5年度

　博士後期課程

　修士課程

　　経営学専攻 2 5 ― 10 修士 (経営学)

経営学研究科

平成7年度

　　物質機能工学専攻 3 3 ― 9 博士 (工学) 0.00 平成7年度

　　生命環境科学専攻 3 3 ― 9 博士 (理学) 0.11

　博士後期課程

　　生命科学専攻 2 5 ― 10 修士 (理学) 0.50 平成5年度

平成5年度

　　機械システム工学専攻 2 5 ― 10 修士 (工学) 0.40 平成5年度

　修士課程

　　物質工学専攻 2 5 ― 10 修士 (工学) 0.00

理工学研究科

平成25年度

学士 (人間文化学) 0.42 平成25年度

　人間教育学科 4 40 ― 80 学士 (人間教育学) 0.85

人間学部

　人間文化学科 4 40 ― 80

　経営学科
4 200

3年次
35

950 学士 (経営学)
0.53

平成元年度

平成元年度

経営学部

―　 平成元年度
　　平成25年度より募集停止(編入
　　学定員は平成27年度募集停止)　生物生産工学科

4 ―
3年次

8
― 学士 (工学) ―　

　基礎理学科
4 ―

3年次
8

― 学士 (理学)

平成元年度
　　平成27年度より編入学定員
　　の募集停止　情報電子工学科

4 40
3年次

8
186 学士 (工学) 0.64 平成元年度

4 40
3年次

8 186 学士 (工学) 0.68

宮城県石巻市
南境新水戸１番地

　生物科学科
4 40

―
80 学士 (理学) 1.58

平成25年度

　機械工学科

　食環境学科
4 40

―
80 学士 (工学) 0.61

平成25年度

倍

理工学部

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人

４　既設大学等の状況

大学の名称  　　石　巻　専　修　大　学

既設学部等の名称 修業年限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員
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備考

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

北海道美唄市字美
唄1610－1 　　平成23年度より募集停止

　商経社会総合学科 2 ― ― ― 短期大学士 (経済学) ― 平成18年度

倍

　みどりの総合科学科 2 ― ― ― 短期大学士 (農学) ― 平成18年度

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人

大学の名称  　専　修　大　学　北　海　道　短　期　大　学

既設学部等の名称 修業年限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

　　法務専攻 3 55 ― 165 法務博士(専門職) 0.41 平成16年度

　専門職学位課程

法務研究科

昭和52年度

　　会計学専攻 3 2 ― 6 博士 (商学) 0.50 平成22年度

　　商学専攻 3 2 ― 6 博士 (商学) 0.50

　博士後期課程

昭和50年度

　　会計学専攻 2 15 ― 30 修士 (商学) 0.99 平成22年度

　　商学専攻 2 10 ― 20 修士 (商学) 0.30

　修士課程

0.55 昭和52年度
博士(情報管理)

商学研究科

　　経営学専攻 3 3 ― 9
博士 (経営学)

修士(情報管理)

　博士後期課程

　　経営学専攻 2 20 ― 40
修士 (経営学)

0.27 昭和50年度

　修士課程

経営学研究科

　　心理学専攻 3 3 ― 9 博士 (心理学) 0.22 平成6年度

平成6年度

　　社会学専攻 3 3 ― 9 博士 (社会学) 0.00 平成6年度

0.26 平成6年度

　　地理学専攻 3 3 ― 9 博士 (地理学) 0.00

　　歴史学専攻 3 5 ― 15 博士 (歴史学)

　　哲学専攻 3 2 ― 6 博士 (哲学) 0.33 昭和48年度

昭和48年度

　　英語英米文学専攻 3 2 ― 6 博士 (文学) 0.33 昭和48年度

　　日本語日本文学専攻 3 3 ― 9 博士 (文学) 0.88

　博士後期課程

文学研究科

1.40 平成4年度　　心理学専攻 2 10 ― 20 修士 (心理学)

　　社会学専攻 2 5 ― 10 修士 (社会学) 0.40 平成4年度

平成4年度

　　地理学専攻 2 5 ― 10 修士 (地理学) 0.30 平成4年度

0.70 昭和46年度

　　歴史学専攻 2 10 ― 20 修士 (歴史学) 0.75

　　哲学専攻 2 5 ― 10 修士 (哲学)

　　英語英米文学専攻 2 5 ― 10 修士 (文学) 0.40 昭和46年度

　　日本語日本文学専攻 2 10 ― 20 修士 (文学) 1.00 昭和46年度

　修士課程

文学研究科

昭和49年度

0.22 昭和30年度

　　公法学専攻 3 3 ― 9 博士 (法学) 0.11

　　民事法学専攻 3 3 ― 9 博士 (法学)

　博士後期課程

　　法学専攻 2 25 ― 50 修士 (法学) 0.26 昭和29年度

　修士課程

法学研究科

　　経済学専攻 3 3 ― 9 博士 (経済学) 0.44 昭和45年度

修士(金融経済)

　博士後期課程

　　経済学専攻 2 30 ― 60
修士(経済学)

0.36 昭和27年度

　修士課程

経済学研究科
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＜理工学部　生物科学科＞

（１） 担当教員表

氏名 氏名

（年齢） （年齢）

動物解剖学

野生動物保護論

細胞組織学

フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ

キャリアデザインⅠ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 

生物科学実習ⅡＡ

生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ

生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ

卒業研究 

動物学実習

生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ

理工生物学 専 教授
太田　 尚志

( )
平成26年４月 理工生物学

担当科目数の調整に伴う担当者変更。
太田尚志は平成25年４月就任済みで平
成26年４月昇格（26）

バイオテクノロジー

動物生理学

原生動物学

フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ

生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ

生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ

卒業研究 

動物学実習

生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ

物理学 物理学

理工物理学 理工物理学

熱力学 熱力学

フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ 基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ 生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ 基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ 生物科学実習ⅠＢ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ 生物科学実習ⅡＡ

物理学実験 物理学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ 生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ 生物科学実習ⅡＢ

生物科学実験Ⅰ 生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ 生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ 生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ 生物科学演習Ⅱ

卒業研究 卒業研究 

生物科学特別科目Ⅰ 生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ 生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ 生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ 生物科学特別科目Ⅳ

量子物理学

吉原　　章
( )

平成25年４月
前任が任期満了のため学部長に就任す
るとともに、教職課程申請の指導によ
り担当科目追加（25）

専 教授

専 教授
土屋　　剛

( )
平成25年４月

専

専任・
兼担・
兼任・
の別

就任予定年月

吉原　　章
( )

平成25年４月 専
教授
(学部
長)

教授
芳賀　信幸

( )
平成25年４月

５　教員組織の状況

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称 担当授業科目の名称職名
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
の別

就任予定年月

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称 担当授業科目の名称職名

無脊椎動物学

海洋動物発生学

海洋動物生産学

フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ

キャリアデザインⅠ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ

生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ

生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ

卒業研究 

海洋生物学実習

生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ

海洋学

生態学

極限環境の生物学

フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ

キャリアデザインⅠ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ

生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ

生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ

卒業研究 

海洋生物学実習

生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ

基礎化学

海洋脊椎動物学

魚類生理学

フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ

生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ

生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ

卒業研究 

海洋生物学実習

生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ

専 教授
佐々木　洋

( )
平成25年４月

専 教授
角田　　出

( )
平成25年４月

専 教授
松谷　武成

( )
平成25年４月



39

氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
の別

就任予定年月

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称 担当授業科目の名称職名

微生物学

植物生理学

菌類学

フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ

生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ

キャリアデザインⅡ

生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 

生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ

卒業研究 

植物学実習

生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ

多様性生物学

植物系統分類学

保全生物学

フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ

生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ

キャリアデザインⅡ

生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ

卒業研究 

植物学実習

生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ

生化学 生化学

食品微生物学 食品微生物学

動物発生学 動物発生学

フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ 基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ 生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ 基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ 生物科学実習ⅠＢ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ 生物科学実習ⅡＡ

生物学実験 生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ 生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ 生物科学実習ⅡＢ

キャリアデザインⅡ キャリアデザインⅡ

生物科学実験Ⅰ 生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ 生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ 生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ 生物科学演習Ⅱ

卒業研究 卒業研究 

動物学実習 動物学実習

生物科学特別科目Ⅰ 生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ 生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ 生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ 生物科学特別科目Ⅳ

理工化学

阿部　知顕
( )

平成25年４月
学科新設に伴い学科主任に就任すると
ともに、教職課程申請の指導により担
当科目追加（25）

専 教授
阿部　知顕

( )
平成25年４月 専

教授
(学科主

任)

専 教授
宮嵜　　厚

( )
平成25年４月

専 教授
根本　智行

( )
平成25年４月



40

氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
の別

就任予定年月

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称 担当授業科目の名称職名

生物学

植物機能形態学

植物生態学

フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ

生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ

生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ

卒業研究 

植物学実習

生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ

コンピュータ活用Ⅰ 兼担 准教授
鈴木　英勝

( )
平成25年４月 コンピュータ活用Ⅰ

長期海外出張者（鈴木英勝）の担当科
目調整に伴う担当者変更（25）

コンピュータ活用Ⅰ
昇格による職位変更、並びに長期海外
出張から帰国のため担当科目の再調整
に伴う担当科目追加（26）

理工生物学
担当科目数の調整に伴う担当科目追加
（26）

プランクトン学 プランクトン学

海洋生態学 海洋生態学

水圏微生物学 水圏微生物学

フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー

基礎理数演習Ⅰ 基礎理数演習Ⅰ

生物科学実習ⅠＡ 生物科学実習ⅠＡ

基礎理数演習Ⅱ 基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅠＢ 生物科学実習ⅠＢ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

生物科学実習ⅡＡ 生物科学実習ⅡＡ

生物学実験 生物学実験

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

生物科学演習Ⅰ 生物科学演習Ⅰ

生物科学実習ⅡＢ 生物科学実習ⅡＢ

生物科学実験Ⅰ 生物科学実験Ⅰ

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

生物科学実験Ⅱ 生物科学実験Ⅱ

生物科学実験Ⅲ 生物科学実験Ⅲ

生物科学演習Ⅱ 生物科学演習Ⅱ

卒業研究 卒業研究 

海洋生物学実習 海洋生物学実習

生物科学特別科目Ⅰ 生物科学特別科目Ⅰ

生物科学特別科目Ⅱ 生物科学特別科目Ⅱ

生物科学特別科目Ⅲ 生物科学特別科目Ⅲ

生物科学特別科目Ⅳ 生物科学特別科目Ⅳ

コンピュータ活用Ⅱ
長期海外出張者（鈴木英勝）の担当科
目調整に伴う担当科目追加（25）

兼担 准教授
鈴木　英勝

( )
平成25年4月 コンピュータ活用Ⅱ

長期海外出張から帰国のため担当科目
の再調整に伴う担当者変更（26）

基礎数学Ⅰ 兼担 准教授
阿部　正典

( )
平成25年４月 基礎数学Ⅰ 担当科目調整に伴う担当者変更（25）

応用数学 応用数学

解析学 解析学

基礎理数演習Ⅰ 基礎理数演習Ⅰ

基礎理数演習Ⅱ 基礎理数演習Ⅱ

基礎数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ

生物科学実習ⅠＡ

生物科学実習ⅠＢ

基礎理数演習Ⅰ

基礎理数演習Ⅱ

生物科学実習ⅡＡ

生物科学実習ⅡＢ

生物学実験

生物科学演習Ⅰ

生物科学実験Ⅰ

生物科学実験Ⅱ

植物学実習

生物科学演習Ⅱ

生物科学実験Ⅲ

卒業研究 

時間割編成・学生数調整に伴う担当科
目追加（27）

専 准教授
渡邊　 正芳

( )
平成25年４月

中川　繭
（ ）

平成27年4月
教育課程充実のための専任教員追加
（27）

専 准教授
渡邊　 正芳

( )
平成25年４月

専 助教

太田　尚志
( )

平成26年４月

専 准教授
太田　 尚志

( )
平成25年４月

専 准教授
太田　 尚志

( )
平成25年４月

専 教授

専 准教授
依田　清胤

( )
平成25年４月 教授 昇格のため（25）
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（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
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職名 就任予定年月 担当授業科目の名称 担当授業科目の名称職名

兼担 教授
坂田　　隆

( )
平成27年４月 栄養学

心理学 兼担 助教 佐藤　誠子
（ ）

平成26年４月 心理学
平成26年3月
阿部康一の退職(定年)に伴う担当者変
更（26）

教育心理学 兼担 教授 阿部  康一
( )

平成25年４月 教育心理学（中等）
教職課程申請時の指導により科目名称
変更（25）

兼任 講師 角田　真紀子
（ ）

平成26年４月 教育心理学（中等）
平成26年3月
阿部康一の退職（定年）に伴う担当者
変更（26）

兼任 講師
岩木　信喜

（ ）
平成27年４月 教育心理学（中等）

平成27年3月
角田真紀子の退職（本人都合）により
担当者変更（27）

兼担 教授
菅原　澄夫

( )
平成27年４月 物理学実験

兼担 教授
鈴木　　均

( )
平成27年４月 神経生理学

電磁気学

物理学実験

兼担 教授
木村  民男

( )
平成25年４月 教育原理 兼担 教授

西方  守
( )

平成25年４月 教育原理（中等）
教職課程申請の指導により科目名称変
更・担当者変更（25）

兼担 教授
大津  幸一

( )
平成25年４月 英語Ｂ 兼任 講師

藤掛　由美子
( )

平成25年４月 英語Ｂ 担当者変更（25）

フランス語Ａ フランス語Ａ

フランス語Ｂ

総合科目Ⅰ 総合科目Ⅰ

総合科目Ⅱ 総合科目Ⅱ

兼担 教授
佐々木万亀夫

（ ）
平成27年４月

総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ

担当科目調整に伴う担当者変更（27）

基礎統計学

統計学

健康科学

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

理工化学 専 教授
阿部　知顕

( )
平成25年４月 理工化学

教職課程申請の指導により担当者変更
（25）

分析化学

食品分析化学

環境放射能測定学

化学実験

哲学

倫理学

教育学概論

教育原理 教育原理（中等）
教職課程申請の指導により科目名称変
更（25）

社会学

教育社会学

水質環境工学

化学実験

兼担 教授
中込　真二

( )
平成26年４月 化学実験

兼担 教授
安田　　隆

( )
平成26年４月 化学実験

英語Ｂ 英語Ｂ

英語Ｃ 英語Ｃ

英語Ｄ 英語Ｄ

英語Ａ

教職概論 兼任 講師
小峰　直史

( )
平成26年４月 教職概論（中等）

教職課程申請時の指導により科目名称
変更・担当者変更（25）

兼担 教授
佐藤　幹男

（ ）
平成26年４月 教職概論（中等）

担当教員の体調不良により担当者変更
（26）

道徳教育の指導法 兼任 講師
嶺井　正也

( )
平成27年４月 道徳教育の指導法（中等）

教職課程申請時の指導により科目名称
変更・担当者変更（25）

小峰　直史
（ ）

平成26年４月 特別活動の指導法（中等）

平成27年４月

兼任 講師
長島　康男

（ ）
平成27年４月 特別活動の指導法（中等）

平成27年3月
小峰直史の就任辞退により担当者変更
（27）

教職課程申請の際の指導により科目名
の変更・担当者変更（25）

担当教員の体調不良に伴い担当科目数
を調整したことにより就任年月が変更
（26）

長谷川  香子
( )

平成25年４月 担当科目追加（25）

兼担 教授
笹原  英史

( )
平成26年４月

特別活動の指導法

兼任 講師

兼担 教授
長谷川  香子

( )
平成25年４月 兼担 教授

兼担 教授
佐藤　利明

( )
平成25年４月

兼担 教授
高崎 みつる

( )
平成26年４月

兼担 教授
福島 美智子

( )
平成25年４月

兼担 教授
西方 　 守

( )
平成25年４月

兼担 教授
深川  通寛

( )
平成25年４月

兼担 教授
山崎  省一

( )
平成25年４月

兼担 教授
大谷  尚文

( )
平成25年４月 担当科目追加（25）

兼担 教授
三森  敏正

( )
平成25年４月

担当者の変更。三森敏正は平成25年４
月就任済み（26）

兼担 教授
國分　義弘

( )
平成26年４月

兼担 教授
大谷  尚文

( )
平成25年４月

兼担 教授
阿部  康一

( )
平成25年４月
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兼担・
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教育課程論 兼任 講師
山谷　幸司

( )
平成27年４月 教育課程論（中等）

教職課程申請時の指導により科目名称
変更・担当者変更（25）

兼任 講師
清水　禎文

（ ）
平成27年４月 教育課程論（中等）

平成27年3月
山谷幸司の就任辞退により担当者変更
（27）

教育方法論 兼任 講師
朝倉　充彦

( )
平成27年４月 教育方法論（中等）

教職課程申請時の指導により科目名称
変更・担当者変更（25）

教育実習事前事後指導

中学校教育実習Ⅰ

中学校教育実習Ⅱ

高等学校教育実習

教職実践演習（中・高）

兼担 教授
工藤　すばる

( )
平成27年４月 物理学実験

兼担 教授
足立  岳志

( )
平成27年４月 物理学実験

基礎生物学

細胞生物学

美学

芸術論

地域文化政策論

分子生物学

遺伝子工学

化学実験

化学

化学環境学

無機化学

化学実験

兼担 教授
亀谷　裕敬

( )
平成27年４月 物理学実験

運動と波動

水環境の物理学

化学実験

兼担 教授
佐藤　正恵

( )
平成26年４月 教育相談の理論と方法 兼任 講師

角田　真紀子
( )

平成26年４月
教育相談の理論と方法（中
等）

教職課程申請時の指導により科目名称
変更・担当者変更（25）

兼任 講師
阿部　康一

（ ）
平成27年４月

教育相談の理論と方法（中
等）

平成27年3月
角田真紀子の退職（本人都合）により
担当科目追加（27）

英語Ｂ 英語Ｂ

海外語学研修 海外語学研修

英語Ａ

兼担 教授
三森  敏正

( )
平成25年４月 法学 兼担 教授

三森  敏正
( )

平成26年４月

法学
日本国憲法
総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ

担当科目追加（26）

兼担 教授
佐々木　万亀夫

（ ）
平成27年４月

総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ

担当科目調整に伴う担当者変更（27）

基礎数学Ⅰ 基礎数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ 基礎数学Ⅱ

理工数学

基礎物理学 教授 昇格のため（25）

量子物理学 専
教授
(学部
長)

吉原　　章
( )

平成25年４月 量子物理学
教職課程申請時の指導により担当者変
更（25）

英語コミュニケーションＣ 英語コミュニケーションＣ

英語コミュニケーションＤ 英語コミュニケーションＤ

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

健康と食生活論

兼担 准教授
水野　　純

( )
平成27年４月 物理学実験

日本文学

日本文化

日本文学

日本文化

専 准教授
渡邊　 正芳

( )
平成25年４月

平成25年4月に退職した廣瀬裕作の後
任補充により担当者変更（26）

兼担 准教授
廣瀬　裕作

( )
平成25年４月

後任未定
担当者変更予定（25）

兼担 准教授
遠藤　郁子
（松原）
（ ）

平成26年４月

講師
設楽 ﾚﾍﾞｯｶ･ﾘﾝ

( )
平成25年４月

平成26年3月
Richard Halberstadtの退職（本人都
合）に伴う担当者変更（26）

兼担 准教授
山内　武巳

( )
平成25年４月

兼担 准教授
惠原　貴志

( )
平成25年４月

兼担 准教授
Richard

Halberstadt
( )

平成26年４月 兼任

兼担 教授
根本  　泉

( )
平成25年４月 担当科目追加（25）

兼担 准教授
阿部　 正典

( )
平成25年４月

時間割編成・学生数調整に伴う担当者
変更（27）

兼担 教授
前田　敏輝

( )
平成25年４月

兼担 教授
根本 　 泉

( )
平成25年４月

兼担 教授
柴田　清孝

( )
平成26年４月

兼担 教授
山崎　達也

( )
平成25年４月

兼担 教授
柳　　　明

( )
平成25年４月

兼担 教授
松﨑  俊之

( )
平成25年４月
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中国語Ａ 中国語Ａ

中国語Ｃ 中国語Ｃ

中国語Ｄ

中国語Ｂ
時間割編成・学生数等の調整に伴う担
当科目追加(27)

コンピュータ活用Ⅱ 専 准教授
太田　 尚志

( )
平成25年４月 コンピュータ活用Ⅱ

長期海外出張のため担当科目調整に伴
う担当者変更（25）

兼担 准教授
鈴木　英勝

( )
平成25年４月 コンピュータ活用Ⅱ

長期海外出張から帰国のため担当科目
の再調整に伴う担当科目追加（26）

食品寄生生物学 食品寄生生物学

食品加工学 食品加工学

化学実験 化学実験

コンピュータ活用Ⅰ
長期海外出張のため担当科目調整に伴
う担当科目追加（25）

専 教授
太田　 尚志

( )
平成26年４月 コンピュータ活用Ⅰ

長期海外出張から帰国のため担当科目
の再調整に伴う担当者変更。太田尚志
は平成25年４月就任済みで平成26年４
月昇格（26)

英語Ａ

英語Ｂ

英語Ｄ

有機化学

高分子化学

食品成分の化学

化学実験

生物環境統計学

生物環境工学

化学実験

兼担 准教授
髙橋　　智

( )
平成27年４月 物理学実験

平成25年9月
原口和也の退職（本人都合）により担
当者減（10人→9人）。当該授業は複
数教員のため支障なし。前年度記載漏
れ（27）

兼担 准教授
原口　和也

( )
平成27年４月 物理学実験

地理学

都市論

アートマネージメント

兼担 講師
木元  一彦

( )
平成27年４月 物理学実験

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

心理学

教育心理学 兼任 講師
角田　真紀子

( )
平成26年４月 教育心理学（中等）

教職課程申請時の指導により科目名称
変更・担当者変更（25）

兼任 講師
岩木　信喜

（ ）
平成27年４月 教育心理学（中等）

平成27年3月
角田真紀子の退職（本人都合）により
担当者変更（27）

生徒・進路指導の理論と方法 兼任 講師
小峰　直史

（ ）
平成26年４月

生徒・進路指導の理論と方法
(中等)

教職課程申請の際の指導により科目名
の変更・担当者変更（25）

生徒・進路指導の理論と方法 兼任 講師
嶺井　正也

（ ）
平成26年４月

生徒・進路指導の理論と方法
(中等)

担当教員の体調不良により担当者変更
（26）

教育実習事前事後指導

中学校教育実習Ⅰ

中学校教育実習Ⅱ

高等学校教育実習

教職実践演習（中・高）

地学

地学実験

教育制度論 兼担 教授
佐藤　幹夫

( )
平成26年４月 教育制度論（中等）

教職課程申請時の指導により科目名称
変更・担当者変更（25）

中等教科教育法Ⅰ（理科） 中等教科教育法Ⅰ（理科）

中等教科教育法Ⅱ（理科） 中等教科教育法Ⅱ（理科）

中等教科教育法Ⅰ（理科）

中等教科教育法Ⅱ（理科）

食品衛生学

衛生行政学

公衆衛生学

環境衛生学

兼任 講師
佐々木　勝基

( )
平成26年４月 生涯学習論 兼任 講師

梨本　雄太郎
（ ）

平成26年４月 生涯学習論
平成26年３月
佐々木勝基の就任辞退により担当者変
更（26）

平成26年3月
菅原尚樹の退職（本人都合）に伴う担
当科目追加（26）

兼任 講師
村井　　拓

( )
平成27年４月

兼任 講師
佐藤　博明

( )
平成26年４月

石川　哲夫
( ）

平成26年４月
教職課程申請時の指導により担当者変
更（25）

兼任 講師
高橋　幹三

（ ）
平成26年４月

平成26年３月
石川哲夫の就任辞退により担当者変更
（26）

兼任 講師
千葉　善昭

( )
平成26年４月

兼任 講師

兼担 助教
佐藤　誠子

( )
平成26年４月

兼任 講師
尾田  太良

( )
平成27年４月

兼担 准教授
庄子　真岐
（三浦）

( )
平成25年４月

兼担 助教
永山　貴洋

( )
平成25年４月

兼担 准教授
鳴海　史高

( )
平成26年４月

兼担 准教授
玉置　　仁

( )
平成26年４月

鈴木　英勝
( )

平成25年４月

兼担 准教授
大縄　道子

( )
平成25年４月

兼担 准教授
鈴木　英勝

( )
平成25年４月

兼担 准教授

兼担 准教授
輪田　直子
（小尾）

( )
平成25年４月 兼担 准教授

輪田　直子
（小尾）

( )
平成25年４月
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
の別

就任予定年月

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称 担当授業科目の名称職名

中国語Ａ 中国語Ａ

中国語Ｂ

中国語Ｂ 中国語Ｃ

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ 英語コミュニケーションＢ

英語コミュニケーションＣ

英語コミュニケーションＤ

兼担 教授
長谷川  香子

( )
平成25年４月 英語Ａ 担当者変更（25）

兼担 教授
根本 　 泉

( )
平成25年４月 英語Ａ 担当者変更（25）

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

日本史

博物館教育論

博物館情報・メディア論

博物館展示論

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

兼任 講師
金子　　淳

( )
平成27年４月 酵素化学

博物館資料論

博物館資料保存論

博物館実習

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ 英語コミュニケーションＢ

英語Ａ

英語Ｂ

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

英語Ａ 兼任 講師
藤掛　由美子

( )
平成25年４月 英語Ａ 担当者変更（25）

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

ドイツ語Ａ

ドイツ語Ｂ

ドイツ語Ｃ

ドイツ語Ｄ

ハングルＡ

ハングルＢ

ハングルＣ

ハングルＤ

兼任 講師
佐々木　千佳

( )
平成25年４月 歴史学 兼任 講師

杵淵　文夫
( )

平成25年４月 歴史学 担当者変更（25）

フランス語Ｃ

フランス語Ｄ

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

スポーツ科学Ａ

スポーツ科学Ｂ

フランス語Ａ フランス語Ａ

フランス語Ｂ フランス語Ｂ

基礎経済 基礎経済

経済学 経済学

兼任 講師 小野　昇平
( )

平成25年４月 日本国憲法 担当者変更（25）

兼担 教授 三森　敏正
（ ）

平成25年４月 日本国憲法

平成26年３月
小野昇平の退職（本人都合）により担
当者変更。三森敏正は平成25年４月就
任済み（26）

関口　駿輔
( )

平成25年４月
昇格による職位変更（27）
担当者変更（25）

兼任 講師
河北　洋介

( )
平成25年４月 日本国憲法

兼担 教授
大谷  尚文

( )
平成25年４月 担当者変更（25）

兼任 講師
荒井　壮一

( )
平成25年４月 兼担

准教授
助教

兼任 講師
高間　　章

( )
平成25年４月

兼任 講師
島貫　葉子

( )
平成25年４月

兼任 講師
MENS Virgini
Marie Lea

( )
平成25年４月

兼任 講師
星　かおり

( )
平成25年４月

兼任 講師
嶋崎  順子

( )
平成25年４月

兼任 講師
宋　　貞熹

( )
平成25年４月

兼任 講師
北村  勝朗

( )
平成25年４月

兼任 講師
上羽　広明

( )
平成25年４月

兼任 講師
上羽　広明

( )
平成25年４月 担当者の変更（25）

兼任 講師
藤掛　由美子

( )
平成25年４月 担当科目追加（25）

兼任 講師
佐藤　敏幸

( )
平成27年４月

兼任 講師
藤掛　由美子

( )
平成25年４月

兼任 講師
佐々木　淳

( )
平成25年４月

兼任 講師
柴田　和枝

( )
平成25年４月

兼任 講師
設楽　宏二

( )
平成25年４月 英語Ａ

兼任 講師
玉川　明朗

( )
平成25年４月

平成25年４月 担当者変更（25）

兼任 講師
設楽 ﾚﾍﾞｯｶ･ﾘﾝ

( )
平成25年４月

平成26年3月
Richard Halberstadtの退職（本人都
合）に伴う担当科目追加（26）

富里　京子
( )

平成25年４月
平成26年3月
菅原尚樹の退職（本人都合）に伴う担
当科目追加（26）

兼任 講師
設楽 ﾚﾍﾞｯｶ･ﾘﾝ

( )
平成25年４月

兼任 講師
柴田　和枝

( )

兼任 講師
富里　京子

( )
平成25年４月 兼任 講師
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氏名 氏名

（年齢） （年齢）

専任・
兼担・
兼任・
の別

就任予定年月

認　可　時　の　計　画 変　更　状　況

備　考
専任・
兼担・
兼任・
の別

職名 就任予定年月 担当授業科目の名称 担当授業科目の名称職名

中国語Ｃ 中国語Ｃ

中国語Ｄ 中国語Ｄ

兼任 講師
富里　京子

( )
平成26年４月 中国語Ｃ

平成26年3月
菅原尚樹の退職（本人都合）により担
当者変更。富里京子は平成25年４月就
任済み（26）

兼担 准教授
輪田　直子
（小尾）

( )
平成26年４月 中国語Ｄ

平成26年3月
菅原尚樹の退職（本人都合）により担
当者変更。輪田直子は平成25年４月就
任済み（26）

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２７年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

兼任 講師
田島　花野

( )
平成25年４月

兼任 講師
菅原　尚樹

( )
平成25年４月 担当者変更（25）
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歳 名 歳 名

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，
　　　　「変更状況」には，平成２７年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），
　　　　および，平成２７年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
　　　・「年齢構成（前年度の状況）」については，報告書提出の前年度の状況を記載してください。今年度初めて報告書を提出する

　　　　場合は記入不要ですので，「ー」を記入してください。

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　　を含む）等の理由」に辞任理由等および（）書きで報告年度を記入してください。

（注）・上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　

　　　　教員数を記入してください。

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（ 9 ） （　3　） （　 0　） （　 0　） （　12　） ［　2　］

1 13
70 0

1 0

［　△2］ ［　0　］ ［　1　］ ［　1　］
70 0

定年規定の定
める定年年齢

定年を延長
している教員数

9 3 0 0 12 11

准教授 講　師 助　教 計 教員の定年年齢
定年を延長

している教員
数

教　授 准教授 講　師 助　教 計 教　授

（２） 専任教員数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成 年齢構成（前年度の状況）
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時
（２４年１２月） 該当なし。

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 改善意見

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 改善意見

（２６年５月） 理工学部生物科学科の入学定員超過
の改善に努めること。

　学科開設以来、理工学部志願者
が生物科学科に集中している現状
を踏まえ、本学入学試験委員会が
中心となって、生物科学科の入学
定員超過について、平成27年度入
試において是正することを目標に
対応した。
　具体的な改善方策としては、特
に①志願者が生物科学科に集中し
ていることについての高校・他大
学等の志願動向のデータ収集と分
析、②開設以降の入試制度別デー
タ蓄積と分析を進め、入試制度別
募集人員の適切性の検討を行う
等、全学的な募集体制・施策の再
構築を行う。また、入試判定にお
いては、入試制度別の手続率等の
データ分析結果を参考として慎重
な合否判定に取り組んでいる。
　特に、一般入試及びセンター試
験利用入試における合否判定で
は、過年度の手続率の分析から、
合格率を前年の2分の１近くまで
厳しく判定する等、定員超過の是
正に努めた。
　この結果、生物科学科の入学者
数は50名(1.25倍)となり、昨年度
の入学者数74名（1.85倍）に比べ
て大幅に改善したが、引き続き定
員超過是正に尽力する必要があ
る。（27）

　生物科学科の入学定員超過の改
善については、平成27年度入試で
の達成を目標に諸対策を進めてき
たところであり、かなり目標値に
近づけることができたが、平成28
年度入試においても、入学定員超
過とならないように、引き続き入
学試験委員会が中心となって改善
に努めることにしている。
　また、生物科学科のこれまでの
入学手続状況等や、他学科（経営
学部経営学科、理工学部情報電子
工学科）を含めての改善意見も踏
まえ、平成28年度からの入学定員
の見直しについても検討を進める
ことにしている。
（対応完了予定時期：平成28年
度）
（27）

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

留意事項

（２５年５月） 理工学部生物科学科の入学定員超過
の是正に努めること。

　理工学部生物科学科が開設1年
目の平成25年度入試で入学定員を
大幅に上回ったのは、理工学部志
願者が生物科学科に集中する中
で、過年度データを参考にできず
歩留まり率の予測が極めて困難
だったことなどによる。
　このため、開設2年目の平成26
年度入試の実施に当たっては、本
学入学試験委員会を中心に超過是
正を念頭におきながら、平成25年
度入試結果等のデータ分析、入試
制度ごとの歩留まりの確認と慎重
な合否判定などに努めた。しかし
ながら、一般入学試験、センター
利用入学試験の志願者数は更に増
加し、入学手続率の予測も一層困
難となり、２年連続で入学定員超
過となった。このため、来年度に
向けて入学手続の状況等の分析を
一段と慎重に行うこととしてい
る。（26）

　開設以来、理工学部志願者が生
物科学科に集中している現状を踏
まえ、本学入学試験委員会が中心
となって、生物科学科の入学定員
超過については、次年度までに、
是正することとしている。
　改善方策として特に①志願者が
生物科学科に集中していることに
ついての高校
・他大学等の志願動向のデータ収
集と分析、②開設以降の入試制度
別データ蓄積と分析を進め、入試
制度別募集人員の適切性の検討を
行う等、全学的な募集体制・施策
の再構築を行う。入試判定におい
ては、入試制度別の歩留まり率等
のデータ分析結果を参考として慎
重な合否判定に取り組んでいくこ
ととしている。
（対応完了予定時期：平成27年
度）
(26)
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　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

①　実施体制

ａ　委員会の設置状況

　石巻専修大学では、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な取組みを推進するため、「石巻専修大学ファカ
ルティ・ディベロップメント委員会規程」に基づき、全学的な組織として｢石巻専修大学FD委員会｣を設置している。

　　　　　　　「石巻専修大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程」
 (目的及び設置)
第1条　石巻専修大学(以下「本大学」という。)に、ファカルティ・ディベロップメント(本大学の教育の質的向上を図
るため、組織的に取り組む活動をいう。以下「FD」という。)の推進を目的としてFD委員会(以下「委員会」という。)を
置く。
 (構成)
第2条　委員会は、次の者をもって構成する。
(1)　委員長　本大学の専任教員のうち学長が指名した者　1名
(2)　委員　各学部長及び各研究科長から推薦された教員　各若干名
 (任期)
第3条　委員長及び委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。
2　委員長及び委員が任期中に欠けたとき、又は交代したときの後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
 (審議事項)
第4条　委員会は、次の事項を審議する。
(1)　教育活動改善の方策に関する事項
(2)　初任者及び現任者の研修計画の立案及び実施に関する事項
(3)　学生による授業評価の実施、結果分析及びフィードバックに関する事項
(4)　FDに関する報告書等の作成に関する事項
(5)　部会からの報告及び審議に関する事項
(6)　その他FDの推進に関する事項
(招集)
第5条　委員会は、委員長が招集し、その議長となる。
 (大学院部会)
第6条　委員会に、大学院のFDを推進するため大学院部会を置く。
2　大学院部会は、大学院のFDに係る事項について検討し、及び委員会に報告するものとする。
3　大学院部会に関し必要な事項は、委員会が定める。
 (事務所管)
第7条　委員会の事務は、事務部事務課が所管する。
 (規程の改廃)
第8条　この規程の改廃は、委員会の議を経て学長が行う。
  附　則
この規程は、平成19年4月1日から施行する。
   附　則
この規程は、平成19年5月1日から施行する

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜理工学部　生物科学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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ａ　実施内容

・ネットワークつばさ関連情報提供や企画等への教員派遣
・初任者研修会（採用時）
・授業参観（公開授業）
・FD教員研修会（教員セミナー）
・授業業評価アンケート
・その他の活動

ｂ　実施方法

・FDネットワークつばさ関連情報提供や企画等への教員派遣：本学は「FDネットワーク“つばさ”（協議会事務局 山形
大学）」に参加しており、授業業評価アンケート様式の利用の他、“つばさ”が行う企画への教員派遣や各種情報の学
内還元などを実施
・初任者研修会（採用時）：新任教員の採用時にFD委員会委員長や事務部による研修。委員会の活動内容や授業に際し
ての留意点等を解説
・授業参観（公開授業）：年２回程度、大学全体で公開可能な教員を募り実施（検討会も併せて実施）
・FD教員研修会（教員セミナー）：内外講師により教育改善のための勉強会を実施
・授業業評価アンケート：全学的に３年に１度の割合で実施。平成20年度以降は「FDネットワーク“つばさ”」に参加
し参加大学共通の調査様式を利用
・その他の活動：その他関連の取組を適宜実施する他、学部内でも必要に応じ補完的な取組を実施

ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

〈平成25年度〉
・FDネットワークつばさ関連情報提供や企画等への教員派遣：FD合宿セミナー8/26・27（１名参加）。セミナー内容を
教授会に報告。その他つばさ作成の各種報告書等を教員室で閲覧可能とした。
・初任者研修会（採用時）：4/1実施（13人参加）
・授業参観（公開授業）：３回実施（12/11、12/19、1/15）（延べ19人参加）
・FD教員研修会（教員セミナー）：7/18実施（約50人参加）
・授業業評価アンケート（※③参照）：未実施
・その他の活動：公開授業後の検討会を３回実施（12/11、12/19、1/15）（延べ19人参加）、FD委員会主催シンポジウ
ム11/1実施（来場者約100人）、全１年次対象の学習成果等アンケート実施（12/2～1/31）

　石巻専修大学FD委員会は、年間５回程度の開催を予定している。また、必要に応じて臨時委員会を開催する。

〈平成25年度〉
　第１回　平成25年 4月25日
　第２回　平成25年 5月23日
　第３回　平成25年 7月 4日
　第４回　平成25年 9月19日
　第５回　平成25年10月31日
　第６回　平成25年11月28日
　第７回　平成26年 2月20日

〈平成26年度〉
　第１回　平成26年 4月17日
　第２回　平成26年 4月24日
　第３回　平成26年 6月19日
　第４回　平成26年 7月24日
　第５回　平成26年11月 6日
　第６回　平成26年11月28日
　第７回　平成26年12月 4日

〈平成27年度〉
　第１回　平成27年 4月 2日
　第２回　平成27年 4月15日

ｃ　委員会の審議事項等

　石巻専修大学FD委員会が審議する事項は、「教育活動改善の方策に関する事項」「初任者及び現任者の研修計画の立
案及び実施に関する事項」「学生による授業評価の実施、結果分析及びフィードバックに関する事項」「FDに関する報
告書等の作成に関する事項」「部会からの報告及び審議に関する事項」「その他FDの推進に関する事項」である。

②　実施状況

ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
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ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　石巻専修大学では、平成23年度に実施した授業評価アンケートについて、全科目別の集計結果と分析結果が報告書
（平成25年３月発行）として取りまとめられ、平成25年６月にFDネットワーク“つばさ”の全参加校などに配布され
た。学内では教員室、図書館で閲覧可能とした他、ホームページ上にも掲載した。平成26年度に実施する授業評価アン
ケートについても同様の方法で公開する。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

〈平成26年度〉
・FDネットワークつばさ関連情報提供や企画等への教員派遣：
FD合宿セミナー9/8・9（１名参加）。セミナー内容を教授会に報告。その他つばさ作成の各種報告書等を教員室
で閲覧可能とした。
・初任者研修会（採用時）：4/1実施（10人参加）
・授業参観（公開授業）：３回実施（7/11、8/6、10/30）（延べ63人参加）
・FD教員研修会（教員セミナー）：6/5実施（60人参加）、12/11実施（62人参加）
・授業業評価アンケート（※③参照）：前期及び後期で全教員対象に実施
・その他の活動：公開授業後の検討会を３回実施（7/11、8/6、10/30）（延べ63人参加）、体験型授業8/6実施（48人参
加）、全年次対象の学習成果等アンケート実施（11/4～1/30）

〈平成27年度〉
・初任者研修会（採用時）：4/1実施（2人参加）

ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　石巻専修大学では、各教員がFD関連の企画への参加や実施結果等を踏まえて、担当科目の授業改善にそれぞれ努めて
いくことを基本としているが、FD委員会が主導し全学的に実施する授業評価アンケートについては、集計後すぐにデー
タを担当教員に戻した上で「授業評価アンケート結果についての教員の対応」に関する調査票に記載・提出してもらう
ことを通じても授業改善を促している。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

ａ　実施の有無及び実施時期

　石巻専修大学では、３年に1度の割合で全学的な授業評価アンケートを実施しており、最近では平成23年度に実施した
ところである。平成26年度は実施年度に当たり、全教員を対象として前期末と後期末に実施した。なお、人間学部で
は、空白年度について独自に調査を行う計画としていることから、平成25年度は前期の７月に17科目、後期の１月に23
科目を対象にアンケートを行った。
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　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　上記ａの財団法人大学基準協会の認証評価の結果及び申請した自己点検評価・報告書については、印刷物やＣＤとし
て、財団法人大学基準協会の加盟大学や石巻市等の関係機関へ送付するとともに、ホームページに掲載するなどして公
表している。

③　認証評価を受ける計画

　石巻専修大学では、大学基準協会による認証評価を７年ごとに受けており、今回（平成24年度に申請準備、平成25年
度に評価）の後の認証評価は平成32年度となる。ただし、平成25年度の評価で努力課題とされた項目については、平成
29年度７月末までの対応状況を「改善報告書」にまとめ大学基準協会に報告する必要がある。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　財団法人大学基準協会の認証評価の結果及び申請した自己点検評価・報告書については、平成26年4月に公表した。

　ｂ　公表方法

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　石巻専修大学の自己点検・評価は、全教職員により全学的に取り組むことを基本として、全体的な自己点検・評価に
ついては、「石巻専修大学自己点検・評価に関する規程」に基づき、自己点検・評価全学委員会（※委員長は学長から
指名された教授）、自己点検・評価運営委員会（※自己点検・評価全学委員会委員長が兼務）、個別機関自己点検・評
価委員会（※委員長は各個別機関の長）が連携協力して自己点検・評価を実施する。自己点検・評価全学委員会は、本
学の自己点検・評価活動を全学的な視野で総合的包括的に指揮・統括を行い、自己点検・評価運営委員会は円滑な実
施・運営のための全学的な調整を担当し、個別機関委員会は、各個別機関の点検・評価を行う任務分担となっている。
なお、本学では、加盟している財団法人大学基準協会の認証評価を７年ごとに受けており、平成25年度はそのために必
要な申請（平成24年度）を終え、評価を受ける年度となっている。
　従って、今回の認証評価には、理工学部や改組する際に基礎となった学科（基礎理学科及び生物生産工学科）に関す
る内容は含まれているが、食環境学科と生物科学科に関する内容は含まれていない。しかし、理工学部では、石巻専修
大学が大学としての内部の質保証の観点から、自己点検・評価全学委員会と各個別機関委員会が連携して毎年度行って
いる自己点検・評価活動の一環として、両学科の「設置の趣旨・目的」の達成状況などについても、同様に点検・評価
を行うこととしている。

〈平成25年度の総括評価・所見〉
　食環境学科は、地域の産業支援と、食・環境に精通した技術者の育成が急務と考え、食と健康、食の安全、食糧およ
び食品の生産ならびに加工技術に精通し、食の安全な供給を支える健全な環境作りのための知識と技術を幅広く備え、
その持てる力を発揮して社会に貢献できる、社会知性にあふれる人材の育成を目的として設置した。
　また、生物科学科は、津波被害を受け自然環境の回復が急がれる地域事情や地球規模で進む環境悪化等を踏まえ、自
然環境の保護と再生・修復を担う技術者、命の尊さと多様な生物の生息環境を守ることの必要性を伝え教えることがで
きる教育者の育成を目的として設置した。
　開設から1年経過したのみで両学科とも十分な評価をするには至らないが、教育課程については概ね設置計画どおり履
行している。特に、１泊２日で行われる新入生オリエンテーションセミナー、フレシュマンセミナー、１年次から始ま
る地域関連の専門実習等において、設置の趣旨・目的の理解と、興味関心・学習意欲の喚起につなげるべく、これまで
培った学部の経験・実績を踏まえた内容等の充実に努めた結果、総じて学生の反応も良好である。
　２年目以降も引き続き教育課程の充実に取組み、設置計画の履行を着実なものとしていく。定員充足については、食
環境学科が入学定員を下回り、逆に生物科学科が入学定員を大幅に超過していることから、食環境学科における募集活
動の一層の強化、生物科学科における慎重な合否判定と定員管理に努めていくこととしている。

〈平成26年度の総括評価・所見〉
　開設２年目の平成26年度は、各学科の特色を反映した専門科目がさらに多く開講となり、学生の興味・関心につなが
り活気が生まれている。３年目以降も引き続き教育課程の充実に取組み、設置計画の履行を着実なものとしていくこと
としている。
　２年目の定員充足については、１年目同様に食環境学科が入学定員を下回り、逆に生物科学科が入学定員を大幅に超
過となった。このため、３年目（平成27年度入試）に向けて定員管理の適正化に努めた結果、両学科ともに改善傾向に
ある。また、生物科学科の学生数が増加したことに対応し教育環境・内容の水準を維持するため、平成27年度からの専
任教員数を１名増とした。

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　2015年　７月　６日　　）

（４） 情報公表に関する事項
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